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東
洋
に
お
け
る
近
代
資
本
主
義
経
済
の
形
成
に
際
し
て
、
そ
の
起
動
力
と
し
て
有
力
に
関
与
し
た
の
は
西
欧
経
済
史
に
お
け
る
と
同
様
イ
ギ
リ
ス
系
資
本
で
あ
つ
た
。
近
世
の
初
頭
進
出
を
み
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ぺ
イ
ン
の
封
建
的
植
民
地
資
本
主
義
が
こ
と
に
そ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
絶
対
君
主
制
の
内
在
的
矛
盾
に
つ
よ
く
影
響
さ
れ
て
後
退
す
る
と
と
も
に
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
の
市
民
的
植
民
地
資
本
主
義
の
進
出
を
み
る
に
い
た
る
が
、
そ
の
場
合
に
も
オ
ラ
ン
ダ
が
本
国
の
お
か
れ
て
い
る
自
然
条
件
に
有
力
に
制
約
さ
れ
て
産
業
資
本
主
義
的
発
展
を
み
な
い
で
、
商
業
貸
本
的
性
格
に
堕
し
ゆ
く
反
面
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
十
八
世
紀
後
半
か
ら
の
産
業
革
命
の
進
行
と
と
も
に
、
そ
の
植
民
地
資
本
主
義
が
本
国
の
産
業
資
本
主
義
の
発
展
と
併
行
し
な
が
ら
漸
次
近
代
資
本
主
義
的
性
格
を
深
め
て
い
っ
た
。
　
　
　
東
洋
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
近
代
的
性
格
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イ
ギ
リ
ス
は
重
商
主
義
を
脱
離
す
る
こ
と
に
は
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
等
の
西
欧
諸
国
に
遅
れ
た
が
、
多
く
の
問
題
を
伏
在
せ
し
め
て
い
る
に
せ
よ
、
東
洋
で
は
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
セ
イ
ロ
ン
、
ビ
ル
マ
、
マ
ラ
イ
連
邦
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
の
各
地
を
含
め
て
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
を
構
成
し
て
資
本
主
義
経
済
圏
内
の
有
力
な
国
際
決
済
機
構
を
保
持
し
な
が
ら
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
。
　
今
、
右
の
ご
と
き
東
洋
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
近
代
資
本
主
義
の
形
成
過
程
の
考
察
に
際
し
て
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
植
民
地
資
本
主
義
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
富
の
集
積
が
近
代
資
本
主
義
の
。
成
立
に
お
よ
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
二
つ
の
対
立
的
な
見
解
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ェ
ル
ナ
ー
・
ソ
ム
バ
ル
ト
は
重
商
主
義
時
代
の
ョ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
こ
と
に
イ
ギ
リ
ス
の
富
の
根
源
を
植
民
地
資
本
主
義
に
み
い
だ
し
、
そ
れ
が
国
民
経
済
的
生
産
力
の
起
動
力
と
し
て
大
き
な
効
果
を
お
よ
ぼ
し
た
こ
と
を
認
容
し
て
も
い
る
（
１
）
。
一
方
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
植
民
地
貿
易
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
富
の
蓄
積
は
近
代
資
本
主
義
の
発
達
に
は
僅
少
の
意
義
し
か
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
右
の
バ
ム
バ
ル
ト
説
に
対
し
て
、
反
対
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
場
合
、
こ
と
に
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
植
民
地
資
本
主
義
と
近
代
資
本
主
義
と
の
性
格
を
峻
別
し
、
前
者
が
掠
奪
主
義
に
基
礎
を
お
く
こ
と
に
対
し
、
後
者
が
市
場
機
会
に
立
脚
す
る
収
利
力
計
算
に
よ
る
合
理
主
義
に
基
礎
を
お
く
も
の
と
し
て
両
者
が
異
質
的
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
み
な
ら
ず
（
２
）
、
彼
の
新
教
倫
理
と
資
本
主
義
精
神
=
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１
９
０
４
-
１
９
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５
）
に
お
い
て
、
宗
派
的
に
別
個
の
出
自
に
属
す
る
こ
と
を
根
拠
づ
け
て
い
る
。
こ
の
ウ
ュ
ー
バ
ー
の
主
張
は
大
塚
久
雄
教
授
に
よ
つ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
（
３
）
。
東
洋
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
発
展
に
際
し
て
右
の
ご
と
き
見
解
が
い
か
に
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
か
、
植
民
地
資
本
主
義
と
近
代
資
本
主
義
と
の
関
連
、
重
商
主
義
時
代
か
ら
今
日
に
い
た
る
東
洋
方
面
の
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
出
自
と
性
格
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
前
期
的
か
近
代
的
か
に
関
連
す
る
問
題
が
提
出
さ
れ
う
る
。
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右
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
松
田
智
雄
教
授
の
香
港
中
国
方
面
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
に
関
す
る
精
密
な
具
体
的
調
査
と
深
い
歴
史
的
観
察
の
上
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
イ
ギ
リ
ス
資
本
と
東
洋
」
　
（
昭
和
二
十
五
年
、
日
本
評
論
社
刊
行
）
と
題
す
る
労
作
が
あ
り
、
ま
た
東
洋
文
化
研
究
所
の
衛
藤
瀋
吉
助
手
の
膨
大
な
原
資
料
の
克
明
誠
実
な
追
索
の
上
に
展
開
さ
れ
た
［
阿
片
戦
争
以
前
に
お
け
る
英
国
商
人
の
性
格
］
　
（
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
第
三
冊
所
載
）
に
つ
い
て
の
近
業
が
あ
る
。
　
ま
ず
、
松
田
教
授
は
香
港
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
企
業
集
中
が
「
商
業
資
本
と
貸
附
資
本
と
が
結
合
し
て
双
生
児
的
に
相
互
に
寄
生
す
る
前
期
的
な
資
本
集
中
に
相
似
的
で
あ
る
。
」
（
前
掲
書
、
一
七
一
頁
）
と
し
、
香
港
上
海
銀
行
を
ド
イ
ツ
の
フ
ツ
ガ
ー
資
本
と
対
比
せ
し
め
て
前
期
的
資
本
の
集
中
法
則
の
生
み
出
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
と
し
、
そ
れ
は
前
近
代
社
会
た
る
清
国
に
密
着
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
規
定
を
う
け
る
結
果
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
（
前
掲
書
、
一
七
一
｜
一
七
八
頁
）
。
さ
ら
に
、
衛
藤
助
手
は
阿
片
戦
争
直
前
の
地
方
貿
易
商
人
抬
頭
の
時
代
に
お
い
て
、
「
英
国
の
国
民
的
利
益
の
中
核
に
本
国
産
業
資
本
が
存
在
す
る
限
り
、
そ
れ
は
国
民
的
利
益
と
清
国
在
留
英
国
商
人
の
個
別
的
利
益
と
の
対
立
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
印
度
を
媒
介
と
す
る
関
係
を
別
と
す
れ
ば
、
諸
国
市
場
に
関
す
る
限
り
た
し
か
に
本
質
的
対
立
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
」
（
前
掲
論
文
、
七
八
頁
）
と
し
、
近
代
資
本
主
義
の
担
い
手
で
あ
る
本
国
産
業
資
本
と
今
日
に
お
け
る
香
港
、
中
国
、
日
本
方
面
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
前
身
と
も
い
う
べ
き
当
時
の
清
国
在
住
イ
ギ
リ
ス
商
人
と
の
性
格
に
は
本
質
的
対
立
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
松
田
教
授
の
そ
れ
は
現
代
に
つ
い
て
、
衛
藤
助
手
の
場
合
は
阿
片
戦
争
直
前
の
そ
れ
に
つ
い
て
時
期
的
に
相
違
は
み
ら
れ
る
が
、
両
氏
の
所
見
は
何
れ
も
東
洋
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
前
身
な
い
し
は
現
況
に
対
し
、
近
代
資
本
主
義
と
は
別
個
の
範
疇
の
前
期
的
も
し
く
は
対
立
す
る
も
の
と
し
て
低
評
価
さ
れ
る
点
に
お
い
て
共
通
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
近
代
資
本
主
義
と
植
民
地
資
本
主
義
を
峻
別
し
、
マ
ル
ク
ス
と
そ
の
遵
奉
者
達
が
植
民
地
発
展
と
開
発
を
高
度
に
発
達
し
た
産
業
資
本
主
義
の
特
性
と
し
て
一一一一91一一-
み
な
い
で
、
前
期
的
資
本
主
義
現
象
と
観
察
し
、
こ
れ
を
問
題
外
に
お
こ
う
と
す
る
傾
向
と
も
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
諸
家
の
意
見
の
よ
つ
て
た
つ
論
拠
に
両
極
の
相
違
が
み
ら
れ
る
と
し
て
も
、
な
お
ゾ
ム
バ
ル
ト
は
論
外
に
お
く
と
し
て
、
何
れ
も
植
民
地
資
本
主
義
を
近
代
資
本
主
義
と
本
質
的
に
相
い
れ
な
い
も
の
と
し
て
東
洋
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
を
も
ま
た
植
民
地
資
本
主
義
と
同
系
列
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
ゆ
く
点
に
共
通
点
が
み
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
今
次
戦
後
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
は
こ
と
に
東
洋
の
各
地
の
後
進
諸
国
に
お
け
る
国
民
主
義
の
反
撥
に
あ
つ
て
、
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
が
、
本
国
に
お
け
る
産
業
資
本
主
義
に
の
み
近
代
資
本
主
義
の
本
質
を
把
握
し
、
海
外
の
植
民
地
資
本
主
義
を
前
期
的
も
し
く
は
対
立
的
と
し
て
こ
れ
を
別
個
の
範
疇
に
組
み
い
れ
て
論
外
に
お
く
こ
と
は
本
国
と
諸
連
邦
、
諸
植
民
地
間
の
有
機
的
連
関
の
上
に
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
を
形
成
す
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
本
質
的
理
解
を
歪
曲
せ
し
め
る
に
い
た
る
で
あ
ろ
う
。
今
、
最
も
前
期
的
性
格
の
つ
よ
く
観
取
さ
れ
る
と
論
ぜ
ら
れ
る
中
国
、
香
港
方
面
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
発
展
過
程
に
つ
き
、
諸
家
の
後
塵
に
つ
づ
い
て
さ
ら
に
乏
し
い
資
料
の
う
ち
か
ら
批
判
の
反
批
判
と
し
て
、
東
洋
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
近
代
的
性
格
を
抽
出
し
て
こ
こ
に
自
説
を
諸
家
の
俎
上
に
上
ら
し
め
る
こ
と
と
す
る
。
　
な
お
、
本
稿
で
は
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
成
立
の
初
期
の
事
情
に
も
簡
単
に
ふ
れ
な
が
ら
、
と
く
に
問
題
の
中
心
点
と
も
い
う
べ
き
重
商
主
義
時
代
終
末
の
際
の
対
清
阿
片
貿
易
に
関
す
る
部
分
を
中
心
と
し
て
分
析
究
明
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
（
４
）
。
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東
イ
ン
ド
会
社
の
合
同
実
現
　
一
　
身
分
的
重
商
主
義
か
ら
国
民
的
重
商
主
義
へ
の
発
展
　
　
重
商
主
義
時
代
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
東
イ
ン
ド
貿
易
に
従
事
し
た
団
体
と
し
て
は
一
六
〇
〇
年
十
二
月
三
十
一
日
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
勅
許
の
も
と
に
ロ
ン
ド
ン
の
り
ベ
リ
ー
組
合
=
　
Ｌ
ｉ
ｖ
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に
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る
商
人
達
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い
わ
ゆ
る
ロ
ン
ド
ン
会
社
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I
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i
e
s
の
ほ
か
、
国
王
の
側
近
者
達
に
よ
り
一
六
三
五
年
チ
ヤ
ー
ル
ズ
ー
世
か
ら
の
勅
許
の
も
と
に
設
立
さ
れ
た
コ
ー
テ
ィ
ー
ン
組
合
ｌ
Ｃ
o
u
r
t
e
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A
s
s
o
c
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（
後
の
ア
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商
人
団
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Ａ
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ａ
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）
、
ウ
イ
ッ
グ
革
命
（
一
六
八
八
年
）
後
一
六
九
八
年
議
会
の
承
認
の
も
と
に
設
立
さ
れ
た
ウ
イ
ッ
グ
系
の
俗
に
イ
ギ
リ
ス
会
社
Ｈ
Ｔ
ｈ
ｅ
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）
と
呼
称
さ
れ
る
新
東
イ
ン
ド
会
社
、
さ
ら
に
も
ぐ
り
商
人
と
し
て
の
オ
ス
タ
ン
ド
東
イ
ン
ド
会
社
以
下
多
く
貿
易
業
者
達
が
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
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社
組
織
の
発
展
は
こ
れ
等
の
輩
出
す
る
競
争
者
達
を
統
合
し
つ
つ
独
占
会
社
と
し
て
の
完
成
を
み
る
に
い
た
ら
し
め
る
こ
と
に
あ
つ
た
。
清
教
徒
革
命
（
一
六
四
九
年
）
後
一
六
五
七
年
に
は
当
初
の
り
ベ
リ
ー
組
合
相
似
の
制
規
会
社
組
織
時
代
内
部
的
に
対
立
し
て
い
た
多
く
の
株
式
団
体
と
外
部
の
コ
ー
テ
イ
ン
組
合
、
そ
の
他
も
ぐ
り
商
人
達
と
の
合
同
に
よ
り
永
久
的
合
本
と
し
て
の
株
式
会
社
組
織
の
成
立
を
み
た
。
そ
の
後
の
有
力
な
競
争
者
で
あ
つ
た
新
東
ィ
ン
ド
会
社
と
の
合
併
は
一
七
〇
九
年
に
お
よ
ん
で
実
現
し
、
合
同
東
イ
ン
ド
会
社
＝
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h
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の
成
立
と
な
り
、
特
権
的
独
占
会
社
組
織
と
し
て
の
完
成
を
み
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
。
右
の
過
程
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
在
華
イ
ギ
リ
ス
商
社
の
外
交
上
の
活
動
」
　
（
植
田
捷
雄
編
、
現
代
中
国
を
め
ぐ
る
世
界
の
外
交
所
載
）
の
第
一
章
ｏ
う
ち
に
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
。
　
如
上
の
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
独
占
を
め
ぐ
る
抗
争
過
程
を
通
じ
て
観
察
さ
れ
る
一
特
徴
と
し
て
こ
こ
に
と
く
に
問
題
と
す
る
点
は
、
宗
数
的
対
立
か
ら
政
治
的
ひ
い
て
は
経
済
的
対
立
に
ま
で
問
題
を
発
展
せ
し
め
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
初
の
ロ
ン
ド
ン
会
社
を
組
織
し
た
の
は
リ
ベ
リ
ー
組
合
に
属
す
る
特
権
商
人
達
で
あ
り
、
王
政
復
古
後
に
は
会
社
の
支
配
者
団
体
は
チ
ヤ
ー
ル
ズ
ニ
世
の
寵
愛
を
う
け
る
貴
族
、
勲
爵
士
、
紳
士
達
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
、
そ
こ
で
は
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
『
国
庫
的
独
占
商
人
的
色
彩
を
も
つ
い
わ
ゆ
る
有
機
体
的
な
社
会
構
成
１
－
Ｉ
キ
リ
ス
ト
教
的
、
社
会
的
基
礎
工
事
の
う
え
で
の
国
家
お
よ
び
教
会
と
、
独
占
商
人
と
の
抱
き
合
い
』
の
成
立
を
み
て
い
た
（
１
）
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
（
一
六
四
九
年
）
以
前
に
右
の
俗
称
ロ
ン
ド
ン
会
社
＝
L
o
n
d
o
n
C
o
m
p
a
n
y
も
し
く
は
旧
会
社
＝
O
l
d
C
o
m
p
a
n
y
の
独
占
に
最
も
最
も
有
力
に
抗
争
し
た
コ
ー
テ
ィ
ー
ン
結
合
Ｈ
Ｃ
ｏ
u
r
t
e
ｅ
ｎ
ｓ
A
s
s
ｏ
ｃ
i
a
t
i
ｏ
ｎ
（
一
六
三
五
ー
一
六
五
〇
年
）
　
の
創
始
者
の
ウ
イ
ア
リ
ア
ム
・
コ
ー
テ
ィ
ー
ン
は
南
部
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
避
難
し
て
き
た
新
教
徒
で
あ
り
、
さ
ら
に
顕
著
な
事
例
と
し
て
は
王
政
復
古
（
一
六
六
〇
年
）
後
の
ロ
ン
ド
ン
会
社
の
重
役
達
の
間
に
は
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
チ
ヤ
ィ
ル
ド
卿
=
　
Ｓ
ｉ
ｒ
　
Ｊ
ｏ
ｓ
ｉ
ａ
ｈ
　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ
を
首
領
と
す
る
国
教
派
で
あ
り
、
王
党
に
属
す
る
分
派
と
、
ジ
ョ
一一94-
ン
・
デ
ュ
・
ボ
ァ
－
Ｔ
ｏ
ｈ
ｎ
　
ｄ
ｕ
　
Ｂ
ｏ
ｉ
ｓ
や
、
ト
ー
マ
ス
・
パ
ピ
ョ
ン
Ｈ
Ｈ
ｈ
ｏ
m
ａ
ｓ
　
Ｐ
ａ
ｐ
ｉ
l
ｌ
ｏ
ｎ
等
の
新
教
徒
で
民
権
党
に
属
す
る
分
派
と
の
間
の
苛
立
抗
争
が
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
商
人
出
身
の
チ
ヤ
ィ
ル
ド
卿
は
東
イ
ン
ド
貿
易
の
特
権
商
人
的
立
場
０
確
保
の
た
め
一
六
八
〇
年
に
王
党
派
に
参
加
し
、
翌
年
に
は
会
社
資
本
金
三
六
九
、
八
九
一
磅
の
う
ち
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
磅
の
株
式
を
買
占
め
、
著
名
な
独
裁
支
配
の
時
期
を
出
現
せ
し
め
た
。
彼
は
ま
た
、
東
イ
ン
ド
貿
易
に
関
す
る
自
由
貿
高
論
的
出
張
Ｉ
Ｉ
貿
易
差
額
説
を
脱
し
え
な
い
重
商
主
義
学
説
で
は
あ
っ
た
が
ー
－
を
発
表
し
、
当
時
の
独
占
商
業
資
本
の
典
型
的
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
（
２
）
。
デ
ュ
・
ボ
ァ
や
パ
ピ
ョ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
系
新
教
徒
の
ユ
グ
ィ
ー
徒
で
あ
り
、
前
者
は
織
物
業
者
の
出
身
で
あ
り
、
そ
の
子
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
財
務
官
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
・
ボ
ァ
第
二
世
は
カ
ロ
ラ
イ
ナ
ヘ
の
稲
作
移
植
を
計
り
、
［
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
栽
培
企
業
の
重
要
性
に
つ
い
て
］
＝
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｉ
ｍ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
B
ｒ
i
t
i
ｓ
ｈ
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｉ
ｎ
　
Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
'
ｃ
ａ
　
（
１
７
０
１
）
の
論
稿
を
発
表
し
た
こ
と
か
ら
し
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
通
り
、
産
業
資
本
家
的
立
場
が
み
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
は
国
教
徒
と
新
教
徒
、
王
党
派
と
民
権
党
の
差
別
以
外
に
、
両
者
が
そ
の
出
自
に
お
い
て
商
業
貸
本
と
産
業
資
本
の
全
然
別
箇
の
系
譜
に
属
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
え
た
。
　
王
政
復
古
後
は
チ
ヤ
ー
ル
ズ
ニ
世
の
新
教
徒
迫
害
に
よ
り
、
国
教
派
の
パ
ヒ
ョ
ン
等
は
オ
ラ
ン
ダ
に
脱
出
し
た
が
、
ウ
イ
ッ
グ
革
命
後
は
再
び
ロ
ン
ド
ン
会
社
に
返
り
咲
き
、
一
方
王
覚
派
勢
力
は
漸
次
後
退
し
て
い
っ
た
。
一
六
九
八
年
七
月
ロ
ン
ド
ン
会
社
が
新
東
イ
ン
ド
会
社
の
前
身
と
し
て
の
東
イ
ン
ド
会
社
貿
易
共
同
組
合
＝
Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
r
ａ
１
　
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
　
ｉ
ｎ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
ｌ
ｅ
ｄ
　
ｔ
ｏ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
　
ｇ
ｉ
ｖ
ｅ
ｎ
b
y
a
n
A
c
t
o
r
P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
f
o
r
a
d
v
a
n
c
i
n
g
a
s
u
m
n
o
t
e
x
c
e
e
d
i
n
g
t
w
o
m
i
l
l
i
o
n
s
f
o
r
t
h
e
s
e
r
v
i
c
e
o
f
t
h
e
C
r
o
w
n
o
f
E
n
g
l
a
n
d
，
へ
の
出
資
に
際
し
て
、
同
組
合
帳
簿
の
劈
頭
に
ロ
ン
ド
ン
会
社
を
代
表
し
て
ウ
イ
ッ
グ
派
の
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
・
ボ
ア
第
二
世
の
名
が
し
る
さ
れ
て
い
た
。
共
同
組
合
の
後
身
で
あ
り
、
ウ
イ
ッ
グ
系
の
新
イ
ギ
リ
ス
会
社
と
、
リ
ベ
リ
ー
組
合
商
人
や
一一95
ト
リ
ー
派
の
創
始
し
た
旧
ロ
ン
ド
ン
会
社
と
の
合
併
は
一
七
〇
九
五
月
二
十
七
日
に
お
よ
ん
で
そ
の
実
現
を
み
、
全
国
民
的
背
景
に
お
け
る
合
同
東
イ
ン
ド
会
社
の
成
立
と
な
り
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
と
こ
ろ
の
身
分
独
占
的
重
商
主
義
=
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
-
m
o
n
o
p
o
l
i
s
t
i
s
c
h
e
n
M
e
r
k
a
n
t
i
l
i
s
m
ｕ
s
の
時
代
か
ら
国
民
的
重
商
主
義
=
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ｅ
ｎ
　
　
　
M
e
ｒ
ｋ
ａ
ｎ
ｔ
ｉ
ｌ
ｉ
ｓ
m
ｕ
ｓ
の
時
代
へ
の
移
行
を
み
た
（
３
）
。
二
　
民
権
派
の
国
内
産
業
保
護
政
策
の
勝
利
　
　
右
の
新
旧
イ
ン
ド
会
社
の
合
同
実
現
と
併
行
し
て
ト
リ
ー
派
の
初
期
自
由
貿
易
論
は
ク
イ
ッ
グ
派
の
国
内
産
業
保
護
論
に
屈
服
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
つ
た
。
す
で
に
、
一
六
九
七
年
三
月
に
は
ロ
ン
ド
ン
彩
縦
の
。
グ
ノ
ー
徒
出
身
の
絹
織
物
業
者
達
は
東
イ
ン
ド
か
ら
の
絹
、
麻
、
綿
織
物
の
輸
人
促
進
を
主
張
す
る
ト
リ
ー
派
首
領
の
チ
ヤ
ィ
ル
ド
卿
の
東
イ
ン
ド
貿
易
論
Ｈ
Ｅ
ｓ
ｓ
ａ
ｙ
　
ｏ
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
Ｔ
ａ
ｄ
Ｑ
（
１
６
９
６
）
の
非
を
鳴
ら
し
て
織
物
業
者
騒
動
の
勃
発
を
さ
え
み
て
い
た
。
　
一
七
〇
〇
年
の
議
会
で
は
国
内
織
物
業
者
保
護
の
た
め
一
七
〇
一
年
の
聖
ミ
カ
ェ
ル
祭
（
九
月
二
十
九
日
）
以
降
ぺ
ル
シ
ア
、
中
国
、
東
イ
ン
ド
製
の
絹
織
物
、
ベ
ン
ガ
ル
産
綿
織
物
、
絹
交
織
物
、
一
切
の
加
工
綿
布
の
使
用
な
ら
び
に
着
用
禁
止
の
条
例
が
通
過
゛
し
、
つ
い
で
一
七
二
〇
年
の
条
例
で
は
、
一
七
二
二
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
以
降
国
内
で
染
色
加
工
さ
れ
る
綿
布
の
使
用
販
売
を
も
禁
止
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
。
ウ
イ
ッ
グ
派
の
保
護
貿
易
政
策
の
勝
利
と
な
り
、
こ
の
禁
止
条
例
は
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
開
始
初
期
の
一
七
七
四
年
に
お
よ
ん
で
漸
く
そ
の
撤
廃
を
み
た
。
　
な
お
、
十
九
世
紀
初
頭
に
お
よ
ん
で
地
主
階
級
を
代
表
す
る
ト
リ
ー
派
は
か
え
つ
て
保
護
貿
易
政
策
の
受
益
者
と
化
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
ま
た
逆
に
清
教
徒
的
反
国
教
者
で
あ
り
、
産
業
資
本
代
表
の
コ
ブ
デ
ン
乙
u
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｄ
Ｃ
ｏ
‘
）
ｄ
Ｓ
や
ブ
ラ
イ
ト
=
　
Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ
Ｂ
ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
　
の
自
由
貿
易
論
に
屈
服
せ
し
め
ら
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。
先
の
保
護
貿
易
政
策
、
後
の
自
由
貿
易
政
策
の
実
現
に
際
し
て
一一96--
ト
リ
ー
派
に
有
力
な
論
客
な
く
、
ウ
イ
ッ
グ
派
の
清
教
徒
的
情
熱
の
前
に
圧
倒
さ
れ
終
つ
て
い
た
（
５
）
。
　
何
れ
に
も
せ
よ
、
ウ
エ
ー
バ
ー
の
い
う
身
分
的
重
商
主
義
か
ら
国
民
的
重
商
主
義
へ
の
発
展
に
際
し
て
、
国
教
派
と
新
教
派
、
王
党
派
と
民
権
派
、
商
業
資
本
と
産
業
資
本
の
対
立
を
み
な
が
ら
、
新
会
社
設
立
以
降
は
国
王
か
ら
多
数
の
婦
人
、
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
に
い
た
る
ま
で
、
一
般
の
資
本
的
参
加
が
可
能
と
な
り
、
基
本
的
に
独
占
商
業
資
本
と
し
て
の
立
場
を
喪
失
し
な
く
と
も
、
な
お
内
部
的
に
新
教
派
に
し
て
民
権
派
の
意
向
が
浸
透
し
、
外
部
的
に
は
産
業
資
本
と
の
妥
協
に
よ
る
国
民
的
規
模
に
お
け
る
発
展
を
漸
次
的
に
実
現
せ
し
め
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
一一97一一
三
　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
系
も
ぐ
り
商
人
と
の
抗
争
　
一
七
〇
九
年
五
月
新
旧
両
東
イ
ン
ド
会
社
の
合
同
実
現
を
み
て
も
、
東
イ
ン
ド
貿
易
の
独
占
は
な
お
安
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
エ
ー
デ
ン
等
の
諸
外
国
東
イ
ン
ド
会
社
と
の
武
力
的
、
経
済
的
抗
争
の
ほ
か
に
、
国
内
的
に
こ
と
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
系
商
人
側
か
ら
の
競
争
の
脅
威
が
あ
っ
た
。
一
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
系
特
権
会
社
の
圧
迫
　
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
植
民
地
貿
易
を
め
ぐ
る
抗
争
に
は
根
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
溯
れ
ば
一
六
一
八
年
三
月
十
八
日
ゼ
ー
ム
ス
一
世
の
特
許
に
よ
り
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
会
社
ｎ
ｓ
８
ｔ
ｔ
ｉ
ｓ
ｈ
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
ｃ
ｏ
臼
習
明
に
許
与
さ
れ
た
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、
ム
ス
コ
ヴ
ィ
ー
、
東
イ
ン
ド
と
の
貿
易
独
占
権
は
ロ
ン
ド
ン
会
社
を
設
立
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
達
の
た
め
リ
コ
ー
ル
さ
れ
て
実
現
を
み
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た
（
１
）
。
さ
ら
に
、
一
六
九
五
年
六
月
二
十
六
日
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
フ
リ
カ
・
イ
ン
ド
会
社
=
　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
　
ｏ
ｆ
Ｓ
ｃ
ｏ
ｔ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
t
r
a
d
i
n
g
t
o
A
f
r
i
c
a
a
n
d
"
t
h
e
I
n
d
i
e
s
"
C
t
h
e
D
a
r
i
e
n
c
o
m
p
a
n
y
)
の
設
立
を
認
可
し
、
こ
れ
に
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
貿
易
独
占
権
の
ほ
か
、
三
十
一
ヵ
年
付
の
ダ
リ
エ
ン
貿
易
独
占
権
を
許
与
し
た
。
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
両
東
イ
ン
ド
会
社
と
ス
ぺ
イ
ン
政
府
の
連
携
に
よ
る
圧
迫
の
う
ち
に
、
ダ
リ
エ
ン
植
民
計
画
は
失
敗
に
帰
し
、
一
七
〇
七
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
両
王
国
の
合
同
と
時
を
同
じ
く
し
て
同
会
社
は
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（
２
）
。
ウ
イ
リ
ア
ム
三
世
（
一
六
八
九
ｌ
一
六
〇
二
）
治
下
の
最
後
の
六
ヵ
年
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
不
作
っ
づ
き
の
年
で
あ
り
、
ダ
リ
エ
ン
計
画
に
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
た
だ
け
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
人
の
失
望
と
屈
辱
感
は
容
易
に
拭
い
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
。
一
七
〇
七
年
の
両
王
国
の
合
同
も
か
か
る
対
立
感
情
の
解
消
に
は
何
等
役
立
た
な
か
っ
た
。
ニ
　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
系
社
員
の
進
出
　
　
　
ウ
イ
ッ
グ
革
命
後
、
議
会
の
承
認
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
新
イ
ギ
リ
ス
会
社
で
は
、
国
王
と
教
会
と
特
権
商
人
の
三
位
一
体
的
寡
頭
支
配
の
旧
ロ
ン
ド
ン
会
社
と
は
相
違
し
て
、
そ
の
株
式
募
集
に
際
し
て
は
反
国
教
派
で
-98-一一
ウ
ィ
ッ
グ
系
の
ダ
ウ
ゲ
ー
ト
組
合
員
の
ほ
か
、
多
く
の
清
教
徒
達
の
参
加
を
み
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
。
さ
ら
に
、
一
七
〇
九
年
の
新
会
社
合
同
実
現
後
は
漸
次
社
員
の
う
ち
に
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
進
出
が
顕
著
と
な
り
、
十
九
世
紀
に
入
る
と
と
も
に
経
営
支
配
の
実
権
は
彼
等
の
掌
中
に
帰
し
て
い
っ
た
。
後
年
に
は
ジ
ョ
ン
・
セ
フ
ア
ー
ド
=
　
J
o
h
n
S
h
e
p
h
e
r
d
　
　
　
や
チ
ヤ
ー
ル
ズ
・
グ
ラ
ン
ト
ー
Ｃ
ぼ
ｒ
ｌ
ｅ
ｓ
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ
の
ご
と
き
名
声
を
馳
せ
た
ス
コ
ッ
チ
系
社
長
の
輩
出
を
み
て
い
た
（
４
）
。
　
ま
た
、
合
同
東
ィ
ン
ド
会
社
（
以
下
合
同
会
社
と
略
称
）
の
最
後
の
独
占
の
牙
城
で
あ
つ
だ
中
国
貿
易
独
占
権
廃
棄
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
両
院
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
に
お
い
て
政
府
側
の
ィ
ン
ド
省
長
官
の
マ
ッ
コ
ウ
レ
ィ
＝
L
o
r
d
M
a
c
a
m
a
y
と
会
社
側
検
査
役
の
ゼ
ー
ム
ス
・
ミ
ル
=
　
J
a
m
e
s
M
i
l
l
と
の
二
人
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
間
に
論
争
が
展
開
さ
れ
（
５
）
、
一
八
三
四
年
四
月
二
十
二
日
以
降
今
同
会
社
が
貿
易
団
体
と
し
て
の
機
能
を
停
止
す
る
に
い
た
る
最
後
が
飾
ら
れ
た
。
合
同
会
社
の
成
立
後
、
そ
の
内
部
機
構
に
ス
コ
ッ
チ
系
の
進
出
が
漸
次
目
立
つ
て
ゆ
く
の
み
な
ら
ず
、
外
部
か
ら
会
社
の
独
占
に
抗
争
し
た
自
由
貿
易
業
者
の
前
身
と
し
て
の
も
ぐ
り
商
人
の
主
流
を
形
成
し
た
の
も
ま
た
彼
等
で
あ
つ
て
、
そ
こ
で
は
か
つ
て
の
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
屈
辱
感
も
徐
々
に
拭
い
さ
ら
れ
て
い
っ
た
。
三
　
オ
ス
タ
ン
ド
東
イ
ン
ド
会
社
へ
の
も
ぐ
り
こ
み
　
　
十
八
世
紀
初
頭
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
、
合
同
会
社
の
独
占
に
抗
争
し
た
も
ぐ
り
商
人
と
し
て
有
力
な
も
の
に
は
ォ
ス
タ
ン
ド
東
ィ
ン
ド
会
社
が
あ
っ
た
。
合
同
会
社
の
成
立
後
そ
の
独
占
か
ら
し
め
だ
さ
れ
た
も
ぐ
り
商
人
達
は
一
六
九
八
年
に
設
立
が
計
画
さ
れ
、
ス
ぺ
ィ
ン
王
位
継
承
戦
（
一
七
〇
一
１
一
七
一
三
）
後
活
躍
し
始
め
た
ォ
ー
ス
ト
リ
ア
領
ベ
ル
ギ
ー
の
ォ
ス
タ
ン
ド
に
本
拠
を
お
く
同
会
社
に
資
本
的
、
労
務
的
に
参
加
し
て
外
国
旗
の
も
と
に
合
同
会
社
と
の
抗
争
を
開
始
し
た
（
６
）
。
ィ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
記
録
で
は
ォ
ス
タ
ン
ド
貿
易
を
似
而
非
オ
ー
ス
ト
リ
ア
貿
易
　
Ｉ
Ｓ
ｕ
ｄ
ｏ
Ａ
Ｓ
呼
Ｅ
ｎ
｛
ａ
洽
と
し
て
非
難
さ
れ
て
い
た
。
ォ
ス
タ
ン
ド
会
社
の
現
銀
に
よ
る
中
国
茶
買
付
は
効
果
的
で
あ
っ
で
、
広
東
に
お
一一99一一
け
る
会
同
会
社
の
駐
在
員
は
同
会
社
の
中
国
市
場
独
占
支
配
の
脅
威
を
さ
え
訴
え
（
７
）
、
合
同
会
社
の
配
当
は
一
七
二
三
年
度
以
降
半
年
期
配
当
を
五
％
か
ら
四
％
に
削
減
せ
し
め
ら
れ
る
結
果
と
な
つ
て
い
た
（
８
）
。
　
イ
ギ
リ
ス
本
国
議
会
は
一
七
二
二
年
、
一
七
二
三
年
の
再
度
に
わ
た
つ
て
、
似
而
非
オ
ー
ス
ト
リ
ア
貿
易
に
た
て
こ
も
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
等
の
も
ぐ
り
競
争
者
取
締
の
条
例
を
認
可
す
る
ほ
か
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
に
外
交
的
圧
力
を
加
え
、
一
七
二
七
年
五
月
の
英
墺
間
パ
リ
仮
条
約
で
オ
ス
タ
ン
ド
の
特
権
を
向
う
七
年
間
停
止
せ
し
め
、
つ
い
で
一
七
三
一
年
三
月
の
英
墺
間
ウ
ィ
ー
ン
条
約
で
そ
の
全
面
的
か
ら
永
久
の
中
止
が
約
さ
れ
た
。
　
だ
が
、
こ
の
俗
称
オ
ス
タ
ン
ド
会
社
は
半
世
紀
後
会
同
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
ボ
ル
ツ
=
　
B
o
l
t
s
に
よ
つ
て
再
開
さ
れ
、
一
七
七
元
年
ド
イ
ツ
女
王
マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
か
ら
向
う
十
五
年
の
東
イ
ン
ド
貿
易
独
占
権
が
許
与
さ
れ
、
一
七
八
一
年
に
は
女
王
の
子
ジ
ョ
ゼ
フ
ニ
世
に
よ
つ
て
そ
の
特
権
が
再
確
認
さ
れ
"
　
I
m
p
e
r
i
a
l
C
o
m
p
a
n
y
o
f
T
z
a
l
'
o
3
h
Q
c
o
m
m
e
r
c
e
o
f
A
s
i
a
　
"
の
成
立
を
み
た
（
９
）
。
同
会
社
の
開
設
し
た
広
東
十
三
行
夷
館
の
う
ち
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
商
館
=
　
I
m
p
e
r
i
a
l
F
a
c
t
o
r
y
　
　
　
（
華
名
、
孖
鷹
行
Ｈ
M
a
y
i
n
g
H
o
n
g
）
に
は
ベ
ン
ガ
ル
の
海
軍
に
勤
務
し
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
ジ
ョ
ン
・
レ
ィ
ド
=
　
T
o
h
n
R
e
i
d
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
事
の
名
義
の
も
と
に
同
社
の
代
表
と
し
て
駐
在
し
て
い
た
（
1
0
）
。
一
七
八
四
年
に
は
オ
ス
ク
ン
ド
向
け
中
国
茶
三
百
四
十
万
封
究
を
積
送
し
て
い
た
。
な
お
、
一
七
八
三
ｌ
八
四
年
度
の
会
同
会
社
の
中
国
茶
の
英
本
国
向
け
輸
出
量
は
九
百
九
十
万
封
度
で
あ
つ
た
（
1
1
）
。
だ
か
、
同
年
八
月
の
交
換
（
茶
税
か
ら
窓
税
へ
）
条
例
Ｈ
ｃ
ｏ
ヨ
ヨ
ロ
肺
応
）
ｎ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
の
茶
の
輸
人
税
の
引
下
（
一
一
九
％
か
ら
一
二
・
五
％
へ
の
引
下
）
と
と
も
に
オ
ス
タ
ン
ド
方
面
か
ら
の
英
本
国
へ
の
中
国
茶
密
輸
入
の
消
滅
を
み
た
こ
と
、
さ
ら
に
一
七
九
三
年
令
同
会
社
の
イ
ン
ド
貿
易
独
占
権
の
緩
和
を
み
て
後
は
オ
ス
タ
ン
ド
会
社
か
ら
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
退
出
と
な
つ
て
自
然
解
消
を
み
た
。
オ
ス
ク
ン
ド
会
社
は
消
滅
し
た
が
、
も
ぐ
り
商
人
と
し
て
の
ジ
ョ
ン
・
レ
イ
ド
一一100一一
の
後
身
は
今
日
の
ス
コ
ッ
チ
系
商
社
怡
和
洋
行
=
J
a
r
d
i
n
e
｡
M
a
t
h
e
s
o
n&
C
ダ
L
t
d
･
に
引
き
つ
が
れ
て
い
つ
た
（
1
2
）
。
四
　
恰
和
洋
行
の
前
身
　
　
も
ぐ
り
商
人
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
合
同
東
イ
ン
ド
会
社
の
独
占
と
抗
争
し
た
も
の
に
は
前
述
の
オ
ス
タ
ン
ド
の
ご
と
き
外
国
特
権
会
社
を
利
用
す
る
も
の
の
ほ
か
、
巨
額
の
自
己
資
本
を
以
て
直
接
進
出
競
争
す
る
も
の
、
合
同
会
社
の
勤
務
者
の
う
ち
か
ら
東
イ
ン
ド
貿
易
の
習
熟
に
よ
り
経
営
技
術
的
に
進
出
す
る
も
の
、
合
同
会
社
の
許
可
の
も
と
に
植
民
地
間
貿
易
に
従
事
す
る
地
方
貿
易
業
者
=
　
Ｃ
ｏ
目
ｃ
ｒ
ｙ
Ｔ
ｒ
乱
ｅ
ａ
か
ら
後
に
無
免
許
の
私
貿
業
者
=
　
Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
Ｑ
「
ｓ
に
転
換
し
た
も
の
等
が
あ
つ
た
。
そ
の
出
自
か
ら
す
れ
ば
、
か
つ
て
の
旧
会
社
を
構
成
し
た
国
教
派
で
ト
リ
ー
派
に
属
す
る
ロ
ン
ド
ン
の
特
権
商
人
乃
至
は
地
主
貴
族
達
で
は
な
く
、
北
方
の
カ
ル
ヴ
イ
ニ
ズ
ム
の
支
配
し
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
商
人
、
ナ
ン
ト
勅
令
の
廃
棄
後
フ
ラ
ン
ス
か
ら
逃
避
し
て
き
た
ユ
グ
ノ
ー
徒
の
ご
と
き
何
れ
も
新
教
徒
に
属
す
る
も
の
が
、
圧
倒
的
勢
力
を
有
し
て
い
た
。
ウ
エ
ー
バ
ー
が
「
清
教
徒
や
ユ
グ
ィ
ー
徒
は
十
六
・
七
世
紀
の
大
商
事
会
社
、
金
融
業
者
、
両
替
商
、
英
国
国
教
会
お
よ
び
英
仏
の
国
王
、
議
会
か
ら
庇
護
さ
れ
る
独
占
商
人
、
大
投
機
業
者
、
銀
行
家
に
対
し
て
激
烈
な
闘
争
を
企
て
た
の
で
あ
る
（
1
3
）
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
こ
の
場
合
そ
の
ま
ま
妥
当
さ
え
し
た
。
　
今
、
如
上
の
私
貿
易
業
者
、
後
の
自
由
貿
易
業
者
の
う
ち
最
も
有
力
に
合
同
会
社
の
独
占
と
抗
争
し
た
の
は
ス
コ
ッ
チ
系
の
宝
順
洋
行
乙
‥
）
｛
は
陛
ｃ
ｏ
・
‘
と
、
怡
和
洋
行
で
あ
つ
た
。
こ
と
に
な
お
現
存
す
る
怡
和
洋
行
の
発
端
は
一
七
八
七
年
頃
に
設
立
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
ぐ
り
商
人
の
コ
ッ
ク
ス
・
ビ
ー
ル
組
合
に
始
ま
る
。
五
　
コ
ッ
ク
ス
・
ビ
ー
ル
組
合
Ｈ
Ｏ
Ｄ
ｘ
　
＆
　
Ｂ
ｅ
ａ
ｌ
ｅ
（
一
七
八
七
年
設
立
）
　
　
本
国
に
お
け
る
産
業
革
命
の
進
行
に
伴
っ
て
東
ィ
ン
ド
方
面
に
お
け
る
市
場
拡
大
の
た
め
、
合
同
会
社
の
独
占
網
を
く
ぐ
つ
て
も
ぐ
り
商
人
、
す
な
わ
ち
私
貿
易
業
者
の
進
出
が
漸
次
顕
著
と
な
つ
た
。
中
に
も
前
述
の
オ
ス
ク
ン
ド
会
社
の
ジ
ョ
ン
・
レ
ィ
ド
の
ほ
か
に
一
七
八
三
年
に
は
ジ
ョ
ン
・
へ
ン
リ
ー
・
コ
ッ
ク
一一101 －--―-
ス
-
Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ
　
Ｈ
ｅ
ｎ
ｒ
ｙ
ｃ
ｏ
Ｘ
が
広
東
商
館
に
私
貿
易
業
者
と
し
て
滞
在
し
た
。
彼
は
後
に
ブ
ル
シ
ア
領
事
名
義
の
も
ぐ
り
商
人
の
ダ
二
エ
ル
・
ビ
ー
ル
乙
）
ａ
ヨ
ｌ
ｅ
ｌ
　
Ｂ
ｅ
ａ
ｌ
ｅ
と
組
合
つ
て
一
七
八
七
年
頃
コ
ッ
ク
ス
・
ビ
ー
ル
組
合
を
組
織
し
た
。
両
者
と
も
巨
額
の
自
己
資
本
を
擁
す
る
商
人
で
あ
り
、
コ
ッ
ク
ス
の
父
の
ゼ
ー
ム
ス
・
コ
ッ
ク
ス
が
自
己
の
製
作
に
か
か
る
数
十
万
磅
の
仕
掛
時
計
の
イ
ン
ド
、
中
国
方
面
に
お
け
る
販
売
に
失
敗
し
て
後
、
同
組
合
の
目
的
は
専
ら
広
東
で
合
同
会
社
の
七
彩
パ
彭
が
専
管
し
て
い
た
地
方
貿
易
（
イ
ン
ド
ー
南
洋
１
中
国
間
貿
易
）
の
代
理
業
務
の
奪
取
に
向
け
ら
れ
た
。
一
七
九
一
年
コ
ッ
ク
ス
の
死
亡
後
、
ビ
ー
ル
は
一
七
九
三
年
デ
ン
マ
ー
ク
歩
兵
大
尉
の
名
の
も
と
に
広
東
に
進
出
し
た
も
ぐ
り
商
人
で
、
先
の
ジ
ョ
ン
・
レ
ィ
ド
の
兄
弟
と
み
な
さ
れ
る
デ
ィ
ヴ
ィ
ツ
ド
・
レ
ィ
ド
乙
Ｄ
ａ
ｖ
ｉ
ｄ
　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｄ
と
組
合
関
係
を
結
び
、
ビ
ー
ル
・
レ
ィ
ド
商
会
を
組
織
し
た
。
六
　
ビ
ー
ル
・
レ
イ
ド
商
会
=
　
B
ｅ
ａ
ｌ
ｅ
　
R
ｅ
ｉ
ｄ
　
＆
　
Ｃ
ｏ
.
　
Ｃ
　
一
七
九
三
年
設
立
）
　
　
本
商
会
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
前
組
合
と
同
様
、
一
七
九
二
年
合
同
会
社
が
も
ぐ
り
商
人
の
進
出
に
対
抗
し
て
特
設
し
た
代
理
部
=
　
M
o
ｕ
ｓ
ｅ
　
ｏ
ｒ
　
Ａ
ｇ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
の
仲
介
業
務
独
占
の
排
除
に
あ
っ
た
。
一
七
九
七
年
ダ
二
エ
ル
の
帰
国
引
退
後
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
シ
ス
タ
ー
の
金
匠
で
あ
つ
た
マ
ニ
ア
ッ
ク
一
族
=
　
Ｍ
ａ
ｇ
ｎ
ｉ
ａ
ｃ
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ
の
広
東
進
出
を
み
た
。
マ
ニ
ア
ッ
ク
は
ユ
グ
ノ
ー
徒
で
あ
り
、
ダ
二
ェ
ル
の
妻
も
同
様
ユ
グ
ノ
ー
徒
の
バ
ル
ボ
ッ
ト
家
ｕ
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ａ
ｒ
ｂ
ｏ
ｔ
ｓ
の
出
で
あ
っ
た
。
一
八
〇
二
年
頃
チ
ヤ
ー
ル
ズ
・
マ
ニ
ア
ッ
ク
=
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｌ
ｅ
ｓ
　
Ｍ
ａ
ｇ
ｎ
ｉ
ａ
ｃ
が
プ
ロ
シ
ア
副
領
事
の
名
義
で
来
広
し
、
本
商
会
に
参
加
し
た
。
一
八
〇
五
年
に
は
チ
ヤ
ー
ル
ズ
の
弟
の
ホ
リ
ン
グ
ウ
ワ
ー
ス
=
　
Ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
w
ｏ
ｉ
ｔ
ｈ
　
Ｍ
ａ
ｇ
ｎ
ｉ
ａ
ｃ
が
来
広
し
た
。
一
八
一
五
年
ダ
二
エ
ル
の
弟
の
ト
ー
マ
ス
・
ビ
ー
ル
の
経
済
的
破
綻
に
よ
る
脱
退
、
一
八
一
七
年
組
合
員
の
シ
ヤ
ン
ク
=
　
Ａ
ｌ
ｅ
ｘ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｈ
ａ
ｎ
ｋ
の
死
亡
に
よ
り
ビ
ー
ル
・
レ
イ
ド
商
会
は
マ
ニ
ア
ッ
ク
兄
弟
の
掌
中
に
帰
し
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
商
会
の
設
立
を
み
た
。
七
　
マ
ニ
ア
ッ
ク
商
会
=
　
Ｍ
ａ
ｇ
ｎ
ｉ
ａ
ｃ
　
＆
　
Ｃ
ｏ
．
の
設
立
（
一
八
一
七
年
）
　
当
初
は
チ
ヤ
ー
ル
ズ
・
マ
ニ
ア
ッ
ク
商
会
と
呼
称
し
一一-102-
た
が
、
一
八
二
同
年
チ
ヤ
ー
ル
ズ
の
死
亡
後
、
同
商
会
は
そ
の
弟
の
ホ
リ
ン
グ
ウ
ワ
ー
ス
と
ダ
二
エ
ル
=
　
Ｄ
ａ
ｎ
ｉ
ｅ
ｌ
　
Ｍ
ａ
ｇ
ｎ
ｉ
ａ
ｃ
の
有
に
帰
し
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
商
会
と
改
称
し
た
。
こ
の
マ
ニ
ア
ッ
ク
商
会
は
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ
ァ
ー
デ
ィ
ン
=
　
Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ａ
ｍ
　
Ｔ
ａ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ
ｅ
と
ゼ
ー
ム
ス
・
マ
ジ
ソ
ン
ｕ
Ｗ
ｍ
ｅ
ｓ
　
Ｍ
ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ｓ
ｏ
ｎ
の
二
人
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
た
め
の
代
理
業
務
を
開
始
し
た
ｏ
こ
れ
等
三
者
間
の
取
引
関
係
は
ジ
ァ
ー
デ
ィ
ン
が
イ
ン
ド
中
国
間
の
貿
易
航
海
に
従
事
し
、
マ
ジ
ソ
ン
は
イ
ン
ド
で
の
取
引
業
務
、
一
方
マ
ニ
ア
ッ
ク
は
イ
ン
ド
、
海
峽
植
民
地
方
面
か
ら
輸
入
さ
れ
た
商
品
、
こ
と
に
阿
片
の
広
東
で
の
販
売
代
理
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
一
八
二
七
年
マ
ニ
ア
ッ
ク
一
家
の
本
国
引
揚
と
取
引
の
増
大
に
よ
り
ジ
ァ
ー
デ
ィ
ン
と
マ
ジ
ソ
ン
は
澳
門
に
常
駐
し
、
前
者
は
一
八
二
六
年
、
後
者
は
一
八
二
八
年
マ
ニ
ア
ッ
ク
商
会
の
組
合
員
に
参
加
し
た
。
同
商
会
の
当
時
の
主
要
業
務
は
イ
ン
ド
阿
片
の
密
貿
易
で
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
獲
得
さ
れ
た
巨
額
の
銀
貨
は
合
同
会
社
の
中
国
茶
買
付
と
ロ
ン
ド
ン
向
け
送
金
の
た
め
融
資
さ
れ
、
一
方
ロ
ン
ド
ン
の
金
融
業
者
フ
ェ
ア
リ
ー
・
ボ
ン
ハ
ム
商
会
ｎ
Ｆ
ａ
ｉ
ｒ
ｌ
ｉ
ｅ
　
Ｂ
ｏ
ｎ
ｈ
ａ
ｍ
　
＆
ｃ
ｏ
・
　
と
取
引
関
係
を
結
ん
で
為
替
業
務
に
も
従
事
し
て
い
た
。
一
八
三
二
年
六
月
三
十
日
マ
ニ
ア
ッ
ク
商
会
の
精
算
解
消
と
と
も
に
、
同
年
七
月
一
日
以
降
ジ
ァ
ー
デ
ィ
ン
と
マ
ヂ
ソ
ン
の
二
人
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
を
組
合
員
と
し
て
怡
和
洋
行
の
開
設
を
み
た
。
八
　
怡
和
洋
行
=
　
Ｔ
ａ
ｒ
ｄ
ｍ
ｅ
。
　
Ｍ
ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ｓ
ｏ
ｎ
　
＆
　
Ｃ
ｏ
.
　
の
設
立
（
一
八
三
二
年
）
　
　
怡
和
洋
行
の
創
設
者
の
ウ
イ
リ
ゲ
ム
・
ジ
ァ
ー
デ
ィ
ン
（
1
7
8
４
ｌ
1
8
4
3
）
は
一
七
八
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ロ
ッ
ク
マ
ー
ベ
ン
教
区
ブ
ロ
ー
ド
ホ
ル
ム
の
小
作
人
の
子
と
し
て
生
れ
、
一
八
〇
二
年
令
同
会
社
の
船
医
と
し
て
イ
ン
ド
に
赴
き
、
一
八
一
三
年
同
会
社
の
イ
ン
ド
貿
易
独
占
権
の
廃
棄
後
ボ
ム
ベ
イ
で
自
由
貿
易
業
者
と
し
て
独
立
し
、
つ
い
で
一
八
一
八
年
も
ぐ
り
商
人
と
し
て
広
東
に
進
出
し
、
当
時
プ
ル
シ
ア
領
事
と
し
て
も
ぐ
っ
て
い
た
ホ
リ
ン
グ
ウ
ワ
ー
ス
・
マ
ニ
ア
ッ
ク
と
相
結
ん
で
マ
ニ
ア
ッ
ク
商
会
の
組
合
員
と
な
っ
た
。
　
ゼ
ー
ム
ス
・
マ
ジ
ソ
ン
（
１
７
９
６
-
１
８
７
８
）
は
一
七
九
六
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
州
レ
ア
ー
グ
ｕ
ｒ
ａ
吋
匈
の
地
主
の
103
家
に
生
れ
、
エ
ヂ
ン
バ
ラ
大
学
に
入
り
後
一
八
一
三
年
カ
ル
カ
ッ
タ
の
叔
父
の
経
営
す
る
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
商
会
=
　
Ｍ
ａ
ｃ
ｋ
ｉ
ｎ
ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
＆
　
Ｃ
ｏ
．
　
に
勤
務
し
た
。
一
八
一
八
年
広
東
に
進
出
、
一
八
二
三
年
デ
ン
マ
ー
ク
領
事
の
名
義
の
も
と
に
広
東
に
定
住
し
、
一
八
二
八
年
マ
ニ
ア
ッ
ク
商
会
に
参
加
、
一
八
三
二
年
六
月
ホ
リ
ン
グ
ウ
ワ
ー
ス
・
マ
ニ
ア
ッ
ク
引
退
に
よ
り
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ
ア
・
―
‐
デ
ィ
ン
と
組
ん
で
怡
和
洋
行
を
設
立
し
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
。
九
　
も
ぐ
リ
商
人
の
性
格
　
　
如
上
、
ジ
ア
ー
デ
ィ
ン
、
マ
ジ
ソ
ン
両
者
と
も
に
本
国
都
市
の
特
権
商
人
層
と
何
等
の
関
係
の
な
い
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
寒
村
出
身
の
新
興
業
者
で
あ
つ
た
。
合
同
会
社
の
一
八
一
三
年
イ
ン
ド
貿
易
独
占
権
廃
棄
後
に
、
な
お
残
存
し
て
い
た
最
後
の
中
国
貿
易
独
占
権
に
抗
争
し
た
も
ぐ
り
商
人
の
主
流
は
コ
ッ
ク
ス
・
ビ
ー
ル
組
合
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
商
会
に
つ
づ
く
怡
和
洋
行
と
、
同
じ
く
ス
コ
ッ
チ
系
の
デ
ン
ト
商
会
=
　
Ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
　
＆
ｃ
ｏ
・
（
宝
順
洋
行
）
等
で
あ
つ
た
。
彼
等
は
宗
派
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
出
の
ユ
グ
ノ
ー
徒
や
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
長
老
派
に
属
す
る
新
徒
教
達
で
あ
つ
て
、
彼
ら
の
う
ち
に
旧
ロ
ン
ド
ン
会
社
の
主
流
を
形
成
し
た
国
教
派
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
旧
ロ
ン
ド
ン
会
社
に
属
す
る
国
教
派
特
権
商
人
達
の
旧
い
陽
気
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
零
囲
気
は
醸
し
だ
さ
れ
な
い
で
、
清
教
徒
的
性
格
と
し
て
の
節
約
、
勤
労
の
ご
と
き
禁
欲
的
な
市
民
的
特
性
の
結
果
と
し
て
の
資
本
蓄
積
、
さ
ら
に
国
王
、
議
会
か
ら
の
保
護
さ
れ
た
独
占
商
業
資
本
に
対
す
る
熾
烈
な
闘
争
を
展
開
し
た
点
で
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
ガ
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
」
の
う
ち
指
摘
し
た
と
こ
ろ
の
諸
事
実
と
共
通
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
等
の
も
ぐ
り
商
人
の
う
ち
最
も
精
力
的
な
活
動
を
推
進
し
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ
ア
ー
デ
ィ
ン
は
一
八
〇
二
年
十
八
才
の
と
き
始
め
て
東
洋
に
進
出
爾
来
会
社
船
の
船
医
、
孟
買
で
自
由
貿
易
、
澳
門
、
広
東
で
も
ぐ
り
商
人
と
し
て
一
八
三
八
年
五
十
五
才
ま
で
独
身
の
ま
ま
東
洋
方
面
に
駐
在
し
て
い
た
。
彼
の
ひ
た
む
き
な
勤
労
振
り
は
広
東
商
館
の
義
和
行
=
　
ｕ
ｒ
ｅ
ｅ
Ｋ
　
ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
内
の
事
務
室
に
一
脚
の
椅
子
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
も
想
像
さ
れ
え
（
1
3
）
、
両
広
東
総
督
鄧
廷
楨
の
上
奏
の
う
ち
に
も
彼
を
以
つ
て
-一一104一一
［
鉄
頭
の
老
鼠
］
と
綽
名
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
彼
に
つ
い
て
曰
く
「
嗜
噸
は
英
古
刹
属
国
港
郷
哨
夷
人
な
り
。
来
粤
貿
易
す
で
に
十
余
載
、
そ
の
初
め
資
本
甚
だ
微
な
り
し
も
、
既
に
衆
夷
の
財
を
合
し
て
以
つ
て
奇
贏
の
術
を
操
る
。
賈
い
は
三
倍
を
こ
え
、
馴
れ
て
坐
し
な
が
ら
厚
資
を
擁
す
る
に
い
た
る
。
数
を
比
ぶ
る
に
与
み
す
る
も
の
な
し
、
葦
船
貯
う
る
と
こ
ろ
の
鴉
片
の
多
半
は
そ
の
経
営
に
係
る
。
」
　
と
し
、
デ
ン
ト
、
マ
ジ
ソ
ン
等
と
と
も
に
奸
夷
の
渠
魁
と
し
て
攻
撃
の
的
と
な
つ
て
い
た
（
1
4
）
。
一
八
二
三
年
頃
か
ら
一
八
三
八
年
に
お
よ
ぶ
広
東
駐
在
時
期
に
は
ゼ
ー
ム
ス
・
マ
ジ
ソ
ン
、
デ
ン
ト
商
会
の
ロ
バ
ー
ト
・
イ
ン
グ
リ
ス
=
　
Ｒ
ｏ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
Ｉ
ｎ
ｇ
ｒ
ｉ
ｓ
等
と
と
も
に
、
一
八
二
八
年
に
は
週
刊
広
東
匯
報
Ｈ
Ｃ
Ｑ
ｎ
ｔ
ｏ
ｎ
　
Ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
を
発
刊
し
て
合
同
会
社
の
中
国
貿
易
独
占
権
更
新
の
反
対
運
動
を
展
開
し
、
一
八
三
三
年
に
は
そ
の
廃
棄
の
決
定
を
み
る
に
い
た
ら
し
め
た
。
つ
い
で
、
清
朝
側
の
官
僚
専
制
支
配
の
抵
抗
を
排
し
、
本
国
の
宰
相
パ
ー
マ
ス
ト
ン
卿
を
し
て
阿
片
戦
争
を
開
か
し
め
、
独
占
貿
易
機
関
と
し
て
の
広
東
十
三
洋
行
の
廃
止
、
五
港
の
開
港
、
香
港
の
割
譲
を
み
る
に
い
た
ら
し
め
た
点
に
お
い
て
現
地
に
お
け
る
自
由
貿
易
運
動
の
主
導
者
で
あ
つ
た
と
い
い
え
ら
れ
る
。
　
先
の
十
七
世
紀
末
の
国
教
派
で
あ
り
、
ト
リ
ー
派
の
特
権
商
人
に
属
す
る
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
チ
ヤ
ィ
ル
ド
卿
等
は
初
期
的
自
由
貿
易
論
を
発
表
し
た
が
、
そ
れ
は
東
イ
ン
ド
商
品
の
輸
出
再
輸
出
の
限
界
を
で
な
い
重
商
主
義
貿
易
論
で
あ
り
、
基
本
的
に
ウ
イ
ッ
グ
派
の
織
物
業
者
達
の
産
業
資
本
と
の
利
害
対
立
が
あ
り
、
前
期
的
商
業
資
本
の
性
格
が
明
確
に
把
握
さ
れ
る
。
一
方
、
中
国
方
面
で
自
由
貿
易
運
動
を
展
開
し
た
も
ぐ
り
商
人
達
の
出
自
に
つ
い
て
は
北
部
、
中
部
の
新
興
産
業
資
本
の
そ
れ
と
共
通
す
る
都
市
の
手
工
業
者
乃
至
は
農
村
の
中
小
生
産
者
層
乃
至
は
亡
命
の
新
教
徒
達
で
あ
り
、
か
つ
て
の
ロ
ン
ド
ン
の
り
ベ
リ
ー
組
合
に
属
す
る
特
権
商
人
達
の
国
王
と
教
会
と
の
指
さ
合
い
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
有
機
体
的
な
社
会
構
成
と
は
全
然
異
質
的
な
宗
派
的
、
社
会
経
済
的
基
礎
の
上
に
立
つ
て
い
た
。
現
地
で
彼
等
が
合
同
会
社
や
広
東
十
三
洋
行
の
独
占
と
の
熾
烈
な
抗
争
を
展
開
す
る
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
ニ
ユ
一一105-一一
Ｉ
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
清
教
徒
達
が
人
道
主
義
的
に
非
難
さ
る
べ
き
奴
隷
貿
易
に
従
事
し
た
と
同
様
、
阿
片
貿
易
に
よ
る
中
国
の
茶
、
生
糸
の
売
手
市
場
の
開
拓
に
ジ
ア
ー
デ
ィ
ン
の
ご
と
き
は
そ
の
半
生
の
全
情
熱
を
投
じ
こ
ん
で
い
た
。
　
ウ
ェ
バ
ー
は
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
清
教
徒
の
奴
隷
貿
易
に
つ
い
て
「
多
く
の
収
利
生
活
者
を
養
成
し
た
が
、
工
業
的
経
済
形
態
や
資
本
主
義
的
組
織
を
発
展
せ
し
め
る
こ
と
に
対
し
て
は
僅
か
計
り
の
寄
与
を
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
」
（
1
5
）
と
し
、
か
つ
か
か
る
植
民
地
資
本
主
義
が
掠
奪
主
義
へ
の
転
向
の
基
礎
を
も
つ
が
、
市
場
機
会
に
立
脚
す
る
と
こ
ろ
の
収
利
力
計
算
へ
の
転
向
の
基
礎
を
も
た
な
い
と
し
て
、
近
代
資
本
主
義
と
峻
別
す
る
。
従
つ
て
、
阿
片
貿
易
も
彼
か
ら
す
れ
ば
植
民
主
義
に
よ
る
資
本
主
義
的
搾
取
形
態
で
あ
り
、
近
代
資
本
主
義
の
発
達
に
僅
少
の
価
値
し
か
も
た
な
い
も
の
と
し
て
奴
隷
貿
易
と
同
一
視
さ
れ
ゆ
く
も
の
と
み
て
差
支
え
な
い
。
だ
が
、
阿
片
貿
易
の
実
態
を
具
体
的
に
観
察
す
る
場
合
収
奪
主
義
の
一
面
の
み
で
な
く
、
彼
の
い
う
市
場
機
会
に
立
脚
す
る
緻
密
な
収
利
力
計
算
の
特
性
と
近
代
資
本
主
義
へ
の
転
向
の
基
礎
が
見
出
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
　
以
下
、
重
商
主
義
時
代
か
ら
自
由
主
義
時
代
へ
の
移
行
の
過
渡
期
に
出
現
し
た
阿
片
貿
易
の
も
つ
多
面
的
な
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
先
つ
て
、
十
八
世
紀
後
半
の
阿
片
貿
易
発
展
直
前
の
イ
ギ
リ
ス
の
対
清
貿
易
の
構
造
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。
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四
　
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
対
清
貿
易
の
構
成
　
英
華
間
貿
易
は
一
六
三
七
年
六
月
コ
ー
テ
ィ
ー
ン
組
合
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ウ
ェ
ッ
デ
ル
大
佐
が
澳
門
で
対
明
貿
易
に
成
功
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
そ
の
後
王
政
復
古
後
旧
ロ
ン
ド
ン
会
社
は
台
湾
、
澳
門
方
面
に
、
新
ィ
ギ
リ
ス
会
社
が
舟
山
列
島
に
一
時
的
に
商
館
設
置
に
成
功
し
た
が
、
合
同
会
社
成
立
前
に
、
何
れ
も
放
棄
さ
れ
て
い
た
。
合
同
会
社
成
立
後
は
清
国
側
で
一
七
二
〇
年
広
東
公
行
制
度
の
成
立
、
一
七
五
七
年
広
東
を
貿
易
独
占
港
に
限
定
す
る
と
と
も
に
、
英
清
間
貿
易
は
合
同
会
社
と
広
東
十
三
洋
行
の
両
貿
易
独
占
団
体
間
に
専
ら
集
中
さ
れ
て
い
つ
た
。
だ
が
、
十
八
世
紀
の
前
半
で
は
英
本
国
で
東
ィ
ン
ド
方
面
か
ら
の
織
物
類
禁
止
に
よ
る
国
内
産
業
保
護
政
策
が
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
一
方
当
時
で
は
東
ィ
ン
ド
方
面
で
な
お
本
国
製
品
に
対
す
る
需
要
の
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
英
清
貿
易
の
発
展
を
み
な
か
つ
た
が
、
十
八
世
紀
後
半
に
お
よ
ん
で
、
本
国
に
お
け
る
産
業
革
命
の
開
始
と
中
国
茶
に
対
す
る
一
般
需
要
の
増
加
と
と
も
に
、
始
め
て
英
清
間
貿
易
の
顕
著
な
発
展
を
み
る
に
い
た
つ
た
。
　
当
時
の
合
同
会
社
の
対
清
貿
易
は
会
社
貿
易
ｎ
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
。
特
権
貿
易
=
　
Ｐ
ｒ
ｉ
Ｖ
ａ
ｔ
ｅ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
後
に
Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ｉ
ｌ
ｅ
ｇ
ｅ
ｄ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
。
地
方
貿
易
ｕ
Ｏ
Ｄ
日
降
・
Ｍ
、
｀
．
ｒ
ａ
ｄ
Ｑ
後
に
Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
の
三
部
門
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
右
に
つ
い
て
は
、
プ
リ
ッ
チ
ヤ
ー
ド
の
著
書
=
　
Ｅ
ａ
ｒ
ｌ
　
Ｈ
.
　
Ｐ
ｒ
ｔ
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｄ
。
　
Ｔ
ｈ
ｅ
ｃ
ｒ
ｕ
ｃ
ｘ
ａ
ｌ
　
Ｙ
ｅ
ａ
ｒ
ｓ
　
ｏ
ｆ
　
Ｅ
ａ
ｒ
ｌ
ｙ
　
　
Ａ
ｎ
ｇ
ｌ
ｏ
-
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｔ
ａ
ｏ
ｎ
ｓ
。
　
１
７
５
０
-
１
８
０
０
。
Ｗ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ｔ
ｏ
ｎ
。
　
１
９
３
６
。
の
う
ち
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
原
資
料
を
も
参
考
と
し
な
が
ら
こ
れ
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
　
一
　
会
社
貿
易
　
　
会
社
貿
易
は
ロ
ン
ド
ン
に
本
拠
を
も
つ
合
同
会
社
そ
れ
自
体
が
営
む
貿
易
で
あ
つ
て
別
に
本
国
貿
易
=
　
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
と
も
馳
せ
ら
れ
、
そ
の
主
要
な
特
徴
は
ィ
ギ
リ
ス
側
の
入
超
に
終
始
し
た
こ
と
に
あ
つ
た
。
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巨
額
の
流
出
を
み
た
地
金
銀
は
東
洋
方
面
に
お
け
る
金
銀
比
価
に
お
け
る
銀
高
に
即
応
し
て
（
１
）
そ
の
大
半
は
銀
で
あ
つ
た
。
プ
リ
ッ
チ
ヤ
ー
ド
の
計
算
に
よ
れ
ば
十
八
世
紀
前
半
の
会
社
貿
易
の
対
清
輸
出
額
の
九
〇
％
は
地
金
銀
、
残
り
の
一
〇
％
が
商
品
で
あ
つ
て
、
そ
の
後
一
七
七
五
｜
一
七
九
五
年
間
で
は
地
金
銀
三
五
％
、
商
品
六
五
％
の
構
成
変
化
を
み
て
い
た
（
２
）
。
如
上
の
変
化
は
主
と
し
て
十
八
世
紀
後
半
初
期
の
欧
米
に
お
け
る
戦
乱
に
よ
る
ス
ぺ
イ
ン
弗
獲
得
難
と
本
国
毛
織
物
業
の
発
展
に
基
づ
い
て
い
た
。
　
　
（
第
一
表
）
　
　
　
　
会
社
貿
易
に
お
け
る
対
清
輸
出
高
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
膀
）
一一109 －一一
　
す
な
わ
ち
、
対
清
輸
出
商
品
の
大
半
は
毛
織
物
で
あ
つ
て
、
そ
の
ほ
か
小
額
の
鉛
、
錫
、
銅
等
の
鉱
産
物
が
あ
り
・
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
か
ら
は
綿
花
、
白
檀
、
紫
檀
、
胡
椒
等
が
輸
出
さ
れ
た
。
ミ
ル
バ
ー
ン
に
よ
れ
ば
第
一
表
の
ご
と
く
、
一
七
八
一
｜
二
年
度
か
ら
一
八
〇
八
一
九
年
度
に
い
た
る
二
十
八
年
間
の
会
社
貿
易
の
対
清
輸
出
に
お
け
る
差
引
損
失
額
は
二
、
一
四
七
、
七
一
二
磅
に
の
ぼ
り
、
　
そ
の
九
五
％
強
は
茶
貿
易
で
あ
り
、
六
〇
％
余
の
利
潤
を
あ
げ
え
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
対
清
茶
貿
易
は
一
六
六
七
年
の
一
〇
〇
封
皮
の
茶
の
輸
入
に
始
ま
り
、
一
七
世
紀
代
の
胡
椒
に
代
つ
て
一
八
世
紀
後
半
、
こ
と
に
一
七
八
四
年
八
月
の
交
換
条
例
ｕ
ｃ
ｏ
ｍ
ヨ
ｕ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
Ａ
ａ
に
よ
る
茶
の
輸
入
税
引
下
後
は
会
社
の
主
要
利
潤
源
泉
を
形
成
す
る
に
い
た
り
、
輸
出
貿
易
の
損
失
を
補
填
し
て
な
お
余
裕
が
あ
り
、
イ
ン
ド
貿
易
の
不
振
と
財
政
状
態
の
窮
迫
し
て
い
た
合
同
会
社
が
対
清
貿
易
の
独
占
保
持
を
固
執
し
た
所
以
が
理
解
さ
れ
る
。
一一110=
右
は
本
国
製
品
の
対
清
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
起
因
し
て
い
た
。
一
七
九
二
年
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
マ
カ
ト
ニ
ー
郷
=
　
Ｌ
ｏ
ｒ
ａ
　
Ｍ
ａ
ｃ
ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｙ
を
北
京
に
派
遣
し
た
主
要
目
的
の
一
つ
は
対
清
輸
出
貿
易
の
不
振
を
是
正
し
て
貿
易
尻
を
有
利
な
ら
し
め
る
こ
と
に
あ
つ
た
（
３
）
。
　
会
社
貿
易
に
お
け
る
清
国
か
ら
英
本
国
へ
の
主
要
輸
入
商
品
は
茶
、
生
糸
、
土
布
、
陶
磁
器
、
沙
湖
米
の
五
種
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
輸
入
額
の
大
半
は
茶
の
占
め
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
一
七
九
三
－
四
年
度
か
ら
一
八
〇
九
一
一
〇
年
に
い
た
る
一
七
年
間
の
中
国
か
ら
の
輸
入
総
額
（
本
国
に
お
け
る
販
売
額
）
と
そ
の
商
品
内
訳
と
原
価
計
算
は
第
二
表
の
通
り
で
あ
つ
た
（
４
）
。
合
同
会
社
の
対
清
茶
貿
易
内
容
広
東
に
お
け
る
会
社
貿
易
収
支
-１１1一一
（第五表）　　広東における特権貿易額
　
　
　
東
洋
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
近
代
的
性
格
如
上
、
会
社
貿
易
は
終
始
イ
ギ
リ
ス
側
の
支
払
超
過
で
あ
り
、
第
四
表
に
よ
れ
ば
当
該
年
間
（
十
七
ヵ
年
）
毎
年
平
均
七
六
五
、
八
九
二
磅
の
イ
ギ
リ
ス
側
の
支
払
超
過
と
な
つ
て
い
た
。
二
　
特
権
貿
易
　
　
こ
こ
に
い
う
特
権
貿
易
=
　
P
n
ｖ
ｉ
ｌ
ｅ
ｇ
ｅ
ｄ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
は
合
同
会
社
の
許
可
の
も
と
に
会
社
船
の
船
員
達
に
よ
つ
て
英
清
間
、
も
し
く
は
印
清
間
に
お
い
て
営
ま
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
つ
て
、
船
員
達
は
そ
の
階
級
に
応
じ
て
一
定
ト
ン
数
の
商
品
を
自
己
計
算
で
積
載
し
う
る
特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
た
（
５
）
。
　
広
東
に
お
け
る
特
権
貿
易
の
イ
ギ
リ
ス
向
け
輸
出
商
品
は
第
五
表
の
ご
と
く
、
会
社
貿
易
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
様
で
あ
つ
て
、
同
年
間
の
会
社
貿
易
額
の
約
一
〇
％
に
相
当
し
て
い
た
。
　
広
東
へ
の
輸
人
商
品
に
は
会
社
貿
易
に
お
け
る
本
国
か
ら
の
毛
織
物
、
鉛
、
錫
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
、
南
洋
方
面
か
ら
の
棉
花
、
胡
椒
が
あ
り
、
さ
ら
に
毛
皮
類
、
時
計
、
カ
ッ
ト
硝
子
、
海
産
物
等
の
会
社
の
取
扱
わ
な
い
各
種
の
細
品
目
か
ら
成
立
し
て
い
た
。
　
第
六
表
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
通
り
、
特
権
貿
易
額
の
増
加
歩
調
は
会
社
貿
易
、
後
述
の
地
方
貿
易
に
比
較
す
る
と
緩
慢
で
あ
っ
た
。
プ
リ
ッ
チ
ヤ
ー
ド
に
よ
れ
ば
そ
の
こ
と
は
会
社
船
の
積
載
能
力
の
増
大
に
伴
い
、
隻
数
増
加
を
そ
れ
ほ
ど
必
要
と
し
な
い
こ
と
に
起
因
一一112一一一
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
（
６
）
。
だ
が
、
僅
少
と
は
い
え
、
清
国
側
の
入
超
に
終
始
し
、
会
社
貿
易
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
側
の
支
払
始
し
、
一
七
六
四
一
五
年
度
で
は
入
超
率
一
六
％
、
一
七
七
五
１
六
年
度
は
二
八
％
、
一
七
八
五
１
六
年
は
二
〇
四
％
、
一
句
九
五
超
過
を
相
殺
す
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
た
。
な
お
、
こ
こ
に
い
う
特
権
貿
易
は
個
人
貿
易
=
　
Ｐ
ｒ
ｌ
ｖ
ａ
ｔ
Ｔ
Ｍ
胆
と
も
呼
称
さ
れ
た
が
、
後
年
の
外
国
領
事
の
名
義
の
も
と
に
広
東
で
行
わ
れ
て
も
ぐ
り
の
私
貿
易
=
　
Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
Ｔ
μ
ｄ
Ｑ
と
混
同
の
怖
れ
が
あ
る
か
ら
、
と
く
に
こ
こ
で
は
特
権
外
貿
易
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
Ξ
　
地
方
貿
易
　
　
地
方
貿
易
は
イ
ン
ド
、
南
洋
、
清
国
等
の
植
民
地
間
貿
易
で
あ
つ
て
、
合
同
会
社
可
許
の
を
う
け
た
イ
ン
ド
在
住
の
イ
ギ
リ
ス
人
、
も
し
く
は
土
着
の
イ
ン
ド
商
人
達
の
ｌ
ｉ
ｃ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
ｄ
　
ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
ｒ
ｙ
　
ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
に
よ
つ
て
営
ま
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
つ
た
。
合
同
会
社
の
扱
う
こ
と
を
欲
し
な
い
イ
ン
ド
産
の
阿
片
、
棉
花
を
中
国
に
舶
載
し
、
一
方
イ
ン
ド
消
費
の
砂
糖
、
明
礬
、
水
銀
、
樟
脳
、
在
印
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
消
費
の
茶
、
陶
磁
器
、
さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
に
再
輸
出
さ
れ
る
と
み
ら
れ
る
茶
、
生
糸
、
薬
材
等
を
地
方
船
=
　
Ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
ｒ
ｙ
　
Ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
に
積
載
し
て
イ
ン
ド
に
帰
航
し
て
い
た
。
一
七
六
四
｜
六
五
年
度
で
は
地
方
貿
易
は
広
東
に
お
け
る
全
対
英
貿
易
高
の
一
二
％
を
占
め
、
一
七
七
五
－
七
六
年
度
は
四
〇
％
、
一
七
八
五
一
八
六
年
度
は
三
〇
％
、
一
七
九
五
｜
六
年
度
に
は
三
三
％
、
そ
の
全
期
間
を
通
じ
て
三
〇
％
の
比
率
を
占
め
て
い
た
（
７
）
。
地
方
貿
易
は
会
社
貿
易
の
場
合
と
同
様
、
交
換
条
例
発
布
の
一
七
八
四
年
を
境
と
し
て
の
茶
貿
易
の
発
展
に
伴
い
、
急
激
な
増
加
を
示
し
た
。
地
方
貿
易
は
会
社
貿
易
と
は
逆
に
清
国
側
の
入
超
に
終
（第六表）広東における特権貿易額
　
如
上
、
会
社
貿
易
に
お
け
る
茶
の
積
極
的
買
付
に
よ
り
高
め
ら
れ
た
清
国
側
の
購
買
力
は
イ
ギ
リ
ス
製
毛
織
物
の
貸
付
に
振
向
け
ら
れ
な
い
で
、
地
方
貿
易
に
お
け
る
原
料
品
と
し
て
の
ボ
ン
ベ
イ
、
後
年
に
は
ベ
ン
ガ
ル
か
ら
の
棉
花
、
な
ら
び
に
ベ
ン
ガ
ル
産
阿
片
の
買
付
に
充
当
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
当
時
で
は
清
国
側
が
茶
、
生
糸
の
生
産
独
占
の
先
進
商
業
国
と
し
て
の
構
造
を
保
持
し
、
売
手
市
場
を
形
成
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
決
済
一一-114-一一
｜
六
年
度
は
一
四
八
％
と
激
増
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
（
８
）
。
会
社
貿
易
の
支
払
超
過
は
こ
の
地
方
貿
易
と
特
権
貿
易
の
受
取
超
過
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
、
阿
片
貿
易
の
怡
頭
を
み
る
十
九
世
紀
初
頭
以
降
で
は
相
殺
し
て
な
お
多
く
の
余
裕
を
残
し
え
た
。
　
地
方
貿
易
に
お
け
る
輸
入
商
品
は
右
の
期
間
の
平
均
年
額
で
は
第
一
位
は
ボ
ン
ベ
イ
か
ら
の
棉
花
で
輸
入
額
の
ニ
分
の
一
余
を
占
め
、
第
二
位
は
阿
片
、
第
三
位
は
バ
ン
カ
島
か
ら
の
錫
、
第
四
位
は
胡
椒
等
の
原
料
食
料
品
で
あ
っ
た
。
清
国
か
ら
の
輸
出
商
品
は
順
位
的
に
第
一
位
生
糸
以
下
支
那
銅
、
砂
糖
、
糖
菓
、
茶
、
絹
織
物
、
陶
磁
器
、
樟
脳
、
水
銀
、
土
布
、
明
礬
等
手
工
業
製
品
を
主
と
し
、
そ
の
ほ
か
食
料
原
料
品
が
こ
れ
に
っ
づ
い
た
。
　
十
八
世
紀
末
四
半
期
の
広
東
に
お
け
る
地
方
貿
易
の
内
容
は
第
七
表
の
通
り
で
あ
っ
た
。
(第７表)広東における地方貿易額(単位両)
方
式
か
ら
す
れ
ば
時
を
同
じ
く
し
て
行
わ
れ
て
い
た
西
イ
ン
ド
の
奴
隷
貿
易
に
お
け
る
と
相
似
の
三
角
貿
易
関
係
を
成
立
せ
し
め
、
本
国
の
新
興
綿
業
資
本
と
は
無
関
係
な
迂
廻
貿
易
に
よ
る
商
業
資
本
的
活
動
の
展
開
の
み
を
み
せ
て
い
た
点
に
お
い
て
、
依
然
と
し
て
重
商
主
義
肢
的
特
性
が
有
力
に
支
配
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
　
　
（
１
）
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
引
用
せ
る
金
鎖
比
価
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
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そ
の
他
の
諸
学
者
の
引
用
す
る
金
銀
比
価
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
レ
イ
ナ
ル
の
そ
れ
を
あ
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
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ス
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会
社
船
乗
組
員
の
自
己
計
算
で
積
載
し
う
る
ト
ソ
数
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
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４
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五
　
地
方
貿
易
の
私
貿
易
化
合
同
会
社
の
許
可
を
う
け
た
地
方
貿
易
業
者
の
う
ち
主
要
な
も
の
に
は
プ
リ
ッ
チ
ヤ
ー
ド
の
あ
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
一
七
六
一一n6一一
○
年
頃
に
は
す
で
に
ク
リ
ヒ
ト
ン
・
ス
ミ
ス
組
合
=
　
Ｃ
ｎ
ｃ
ｈ
ｔ
ｏ
ｎ
　
＆
　
Ｓ
ｍ
ｉ
ｔ
ｈ
や
ハ
ッ
ト
ン
・
ゴ
ル
ド
ン
組
合
と
か
ｇ
ｏ
ｎ
印
Ｇ
ｏ
ｒ
ｄ
ｏ
ｎ
が
あ
つ
た
。
そ
の
後
に
つ
づ
い
て
ゼ
ー
ム
ズ
・
キ
ン
グ
Ｈ
Ｊ
ａ
ｍ
ｅ
ｓ
　
Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
。
や
ラ
ム
バ
ー
ト
・
ロ
ス
組
合
=
　
Ｌ
ａ
ｍ
ｂ
ａ
ｒ
ｔ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
等
が
あ
っ
た
（
１
）
。
　
こ
れ
等
の
地
方
貿
易
業
者
達
は
合
同
会
社
の
許
可
を
う
け
て
地
方
船
に
よ
り
南
西
モ
ン
ス
ー
ン
を
利
用
し
て
夏
期
広
東
に
来
航
し
、
広
東
商
館
居
住
の
合
同
会
社
の
七
彩
ヤ
射
が
斡
旋
に
よ
り
貿
易
を
完
了
し
て
、
各
期
北
東
モ
ン
ス
ー
ン
を
利
用
し
て
イ
ン
ド
に
帰
航
す
る
の
が
常
規
的
に
な
つ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
等
は
広
東
で
越
冬
居
住
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
ま
た
貿
易
上
乗
人
達
の
仲
介
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
合
同
会
社
は
広
東
居
住
の
下
級
の
上
乗
人
達
に
地
方
貿
易
業
者
の
代
理
業
務
を
彼
等
の
私
的
計
算
で
行
う
こ
と
を
特
権
的
に
許
容
し
て
い
た
。
そ
の
主
要
業
務
は
代
金
取
立
、
為
替
送
金
、
清
国
側
商
人
へ
の
前
貸
の
代
行
等
で
あ
つ
た
。
彼
等
の
収
得
し
た
手
数
料
は
ほ
ぼ
五
％
前
後
で
あ
つ
た
。
　
一
　
合
同
会
社
の
代
理
部
排
除
　
　
東
イ
ン
ド
会
社
が
そ
の
設
立
の
当
初
か
ら
も
ぐ
り
商
人
と
の
抗
争
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ご
と
く
、
広
東
貿
易
で
も
そ
れ
と
の
抗
争
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
第
一
の
抗
争
者
は
既
述
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
商
人
の
も
ぐ
り
こ
ん
だ
と
み
ら
れ
る
オ
ス
タ
ン
ド
東
イ
ン
ド
会
社
で
あ
り
、
一
七
九
三
年
の
イ
ン
ド
貿
易
独
占
権
緩
和
後
も
ぐ
り
利
潤
の
減
少
に
伴
い
自
然
消
滅
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
イ
ン
ド
貿
易
の
独
占
が
緩
和
さ
れ
、
自
由
競
争
場
裡
に
転
換
す
る
と
と
も
に
、
も
ぐ
り
商
人
の
眼
は
会
社
が
な
お
独
占
を
保
持
す
る
清
国
市
場
へ
向
け
ら
れ
た
。
か
か
る
情
勢
変
化
に
伴
い
会
社
側
も
一
七
九
二
年
従
来
広
東
在
住
の
会
社
の
上
乗
人
達
の
私
的
計
算
で
行
わ
れ
て
い
た
地
方
貿
易
の
代
理
業
務
を
廃
止
し
て
、
別
に
代
理
部
=
　
Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
　
ｏ
ｒ
　
Ａ
ｇ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
を
設
置
し
た
。
二
名
の
役
員
を
任
命
し
て
こ
れ
に
代
理
手
数
料
を
一
括
徴
収
せ
し
め
、
後
一
定
の
歩
合
を
以
つ
て
役
員
以
下
の
上
乗
人
達
に
分
配
す
る
こ
と
と
し
た
。
か
つ
、
手
数
料
は
低
減
さ
れ
、
販
売
、
買
付
に
対
し
三
％
、
地
金
銀
、
送
金
に
対
し
、
二
％
と
公
定
さ
れ
一一-117-一一
た
（
２
）
。
地
方
貿
易
か
ら
生
じ
た
手
取
金
は
一
応
広
東
商
館
の
会
社
の
倉
庫
に
収
め
ら
れ
、
一
方
そ
れ
に
対
し
地
方
貿
易
業
者
に
ロ
ン
ド
ン
宛
乃
至
は
は
イ
ン
ド
宛
の
為
替
手
形
が
発
行
さ
れ
る
か
、
も
し
く
は
清
国
側
商
人
に
前
貸
し
、
上
乗
人
側
の
債
務
と
し
て
保
留
す
る
か
に
あ
つ
た
。
こ
れ
等
の
為
替
業
務
乃
至
は
前
貸
金
融
に
よ
る
地
方
貿
易
の
受
取
資
金
の
流
用
に
よ
つ
て
既
述
の
ご
と
く
会
社
貿
易
の
支
払
超
過
が
決
済
さ
れ
て
い
た
（
３
）
。
右
の
会
社
側
の
新
措
置
は
地
方
貿
易
業
者
達
か
ら
黙
殺
さ
れ
て
、
在
印
の
も
ぐ
り
商
人
達
は
一
七
九
三
年
度
以
降
組
合
を
組
織
し
て
、
プ
ロ
シ
ア
領
事
の
名
義
で
広
東
商
館
に
も
ぐ
り
こ
ん
で
い
た
会
社
船
の
元
事
務
長
ダ
ニ
ェ
ル
・
ビ
ー
ル
に
宛
て
商
品
を
積
送
し
、
会
社
の
仲
介
業
務
の
排
除
に
つ
と
め
た
（
４
）
。
こ
の
結
果
、
代
理
部
は
事
実
上
の
消
滅
に
均
し
い
状
態
に
陥
つ
た
。
二
　
地
方
貿
易
の
改
称
　
　
一
七
九
三
年
に
は
前
述
の
ご
と
き
ビ
ー
ル
・
レ
イ
ド
商
会
の
設
立
を
み
、
一
八
〇
二
年
に
は
チ
ヤ
ー
ル
ズ
・
マ
ニ
ア
ッ
ク
が
プ
ロ
シ
ア
副
領
事
の
名
義
を
仮
り
て
来
広
し
、
同
商
会
に
参
加
し
た
。
ビ
ー
ル
・
レ
イ
ド
商
会
は
当
時
の
広
東
に
お
け
る
唯
」
の
も
ぐ
り
商
人
で
あ
つ
た
。
一
八
一
七
年
同
商
会
は
マ
ニ
ア
ッ
ク
兄
弟
に
引
き
つ
が
れ
て
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
商
会
の
設
立
を
み
た
が
、
同
年
に
お
よ
ん
で
合
同
会
社
は
も
ぐ
り
商
人
化
し
た
地
方
貿
易
業
者
に
屈
服
し
、
会
社
側
の
記
録
に
お
け
る
「
地
方
貿
易
」
は
も
ぐ
り
の
「
私
貿
易
」
=
　
Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
と
名
称
の
変
更
を
み
る
に
い
た
ら
た
（
５
）
。
す
な
わ
ち
、
地
方
貿
易
の
私
貿
易
化
が
否
定
し
え
な
い
既
成
の
事
実
と
な
り
、
半
ば
公
認
さ
れ
る
事
態
に
た
ち
い
た
つ
て
い
た
。
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３
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に
お
け
る
一
八
一
七
年
以
降
の
広
東
貿
易
報
告
に
は
”
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
　
"
と
”
Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
"
の
　
　
両
項
目
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
の
”
Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
９
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
"
は
船
員
達
に
認
め
ら
れ
た
「
特
権
貿
易
」
で
は
な
く
、
そ
の
前
年
ま
で
は
地
　
　
方
貿
易
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
改
め
て
「
私
貿
易
」
の
項
目
の
も
と
に
整
理
さ
れ
る
に
い
た
つ
た
の
で
あ
る
。
既
往
の
研
究
で
　
　
は
特
権
貿
易
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
れ
等
は
一
ハ
一
七
年
以
降
は
截
然
と
区
別
し
な
け
れ
ば
問
題
の
本
質
を
見
失
う
お
　
　
そ
れ
が
あ
る
。
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ｐ
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１
８
３
０
｡
　
の
う
ち
に
は
『
会
社
貿
易
』
、
船
員
達
　
　
の
「
特
権
貿
易
」
の
ほ
か
に
可
及
的
に
明
確
に
し
う
る
範
囲
内
で
の
一
八
一
七
年
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
国
旗
を
掲
げ
な
が
ら
対
清
貿
易
に
従
事
　
　
す
る
，
　
Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
　
Ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
　
”
に
よ
る
貿
易
喘
告
を
掲
載
し
て
い
る
。
右
の
「
も
ぐ
り
イ
ン
ド
船
」
は
”
　
ｌ
ｉ
ｃ
ｅ
ｎ
ｏ
ｅ
ｄ
　
ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
ｒ
ｙ
　
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
　
"
の
後
　
　
身
で
あ
り
、
貿
易
報
告
は
従
前
の
植
民
地
間
の
地
方
貿
易
に
つ
づ
く
も
の
で
あ
る
。
モ
ー
ス
前
掲
書
”
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
　
ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｔ
ｏ
　
　
Ｃ
ｈ
ｎ
ｉ
ａ
　
”
の
一
八
一
七
年
以
降
の
私
貿
易
=
Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
統
計
は
そ
の
前
年
ま
で
の
地
方
貿
易
統
計
を
引
き
つ
ぐ
ち
の
で
あ
る
こ
と
は
　
　
明
白
で
あ
る
。
衛
藤
氏
、
前
掲
論
文
で
は
イ
ギ
り
ス
本
国
か
ら
す
る
会
社
使
用
人
に
よ
る
Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
と
、
一
八
一
七
年
以
降
の
イ
　
　
ン
ド
方
面
か
ら
の
も
ぐ
り
商
人
に
よ
る
Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
と
が
混
同
視
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
六
　
私
貿
易
に
お
け
る
対
清
阿
片
輸
出
の
意
義
如
上
の
地
方
貿
易
の
私
貿
易
化
過
程
に
お
け
る
イ
ン
ド
産
阿
片
対
清
密
輸
出
の
果
し
た
機
能
と
意
義
に
つ
い
て
、
以
下
明
ら
か
な
一一n9一一
ら
し
め
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
阿
片
貿
易
は
奴
隷
貿
易
と
同
様
人
道
主
義
的
に
非
難
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ウ
ェ
　
―
バ
ー
的
見
解
に
よ
れ
ば
倫
理
的
に
裏
づ
け
ら
れ
る
近
代
資
本
主
義
精
神
と
は
相
い
れ
な
い
前
期
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
公
式
主
義
論
者
か
ら
す
る
も
資
本
制
生
産
以
前
の
前
期
的
商
業
資
本
の
範
疇
に
組
み
い
れ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
対
清
阿
片
貿
易
を
仔
細
に
観
察
す
れ
ば
そ
れ
は
重
商
主
義
時
代
か
ら
自
由
主
義
時
代
に
移
行
す
る
過
渡
期
に
お
け
る
現
象
と
し
て
前
期
的
と
近
代
的
性
格
の
相
交
錯
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
明
確
に
一
義
的
に
割
切
り
去
り
え
な
い
も
の
が
あ
る
。
一
　
阿
片
貿
易
発
展
の
概
観
　
　
十
八
世
紀
初
頭
の
阿
片
の
対
清
輸
入
は
主
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
つ
て
行
わ
れ
、
康
熙
二
十
四
年
（
一
六
八
五
年
）
南
洋
開
禁
の
際
に
は
薬
村
の
項
目
下
に
毎
斤
銀
三
分
の
徴
税
で
そ
の
輸
入
が
公
認
さ
れ
て
い
た
が
（
１
）
、
雍
正
七
年
（
一
七
二
九
年
）
の
上
諭
を
以
つ
て
阿
片
輸
入
の
禁
令
の
で
て
後
一
七
三
三
年
頃
か
ら
、
会
社
船
に
よ
る
阿
片
輸
入
は
回
避
さ
れ
（
２
）
、
そ
の
後
は
会
社
の
許
可
に
よ
り
イ
ン
ド
、
清
国
間
貿
易
に
従
事
す
る
イ
ン
ド
在
住
の
地
方
貿
易
業
者
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
。
シ
ユ
ッ
ク
=
　
Ｈ
．
　
Ｌ
．
　
Ｓ
ｈ
ｕ
ｃ
ｋ
は
十
九
世
紀
開
始
以
前
で
は
阿
片
は
桑
材
と
し
て
合
法
的
に
輸
入
さ
れ
、
一
封
度
に
つ
き
五
〇
セ
ン
ト
程
度
が
課
税
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
（
３
）
、
粤
海
関
税
則
の
う
ち
に
は
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
は
見
出
さ
れ
な
い
で
、
擬
ら
わ
し
い
も
の
に
膏
薬
（
正
税
毎
百
斤
一
両
、
比
例
毎
百
斤
一
両
）
、
檳
榔
膏
（
正
税
、
比
例
と
も
に
毎
百
斤
三
銭
三
分
三
厘
）
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
（
４
）
。
当
時
で
は
正
規
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
よ
り
は
黙
過
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
イ
ン
ド
産
阿
片
輸
入
の
問
題
と
な
り
だ
し
た
の
は
合
同
会
社
の
ベ
ン
ガ
ル
産
阿
片
専
売
制
度
の
確
立
を
み
た
一
七
九
九
年
（
同
年
条
例
第
六
号
第
三
項
）
以
降
の
こ
と
と
み
な
し
て
差
支
え
な
い
（
５
）
。
清
国
側
で
も
同
年
（
嘉
慶
四
年
）
阿
片
輸
入
禁
止
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
、
翌
で
八
〇
〇
年
に
は
広
東
在
住
の
上
乗
人
は
重
役
会
に
対
清
阿
片
輸
送
の
禁
止
を
さ
え
勧
告
し
て
い
る
（
６
）
。
　
会
社
側
は
マ
ー
フ
ッ
≪
Ｎ
　
=
　
Ｍ
ａ
ｈ
ｒ
ａ
ｔ
ｔ
ａ
戦
争
（
一
八
〇
二
｜
一
八
〇
五
年
）
以
降
の
財
政
難
克
服
（
７
）
の
た
め
、
独
占
価
格
政
策
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を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
生
産
制
限
に
よ
り
一
七
九
九
年
一
箱
（
一
四
〇
封
度
入
）
四
一
五
ル
ー
ピ
ー
の
も
の
が
、
一
八
〇
二
年
に
は
一
、
〇
〇
〇
ル
ー
ピ
ー
、
一
八
〇
五
年
に
は
二
、
〇
〇
〇
ル
ー
ピ
ー
、
一
八
二
二
年
に
は
、
四
、
〇
〇
〇
ル
ー
ピ
ー
に
吊
り
上
げ
ら
れ
た
（
８
）
。
そ
の
後
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
ダ
マ
ン
方
面
か
ら
の
マ
ル
ワ
阿
片
の
密
輸
出
の
抬
頭
と
、
清
国
内
に
お
け
る
阿
片
栽
培
開
始
に
対
抗
す
る
た
め
、
一
八
三
一
年
か
ら
ベ
ン
ガ
ル
阿
片
の
生
産
制
限
を
緩
和
し
、
一
方
マ
ル
ワ
阿
片
に
つ
い
て
は
専
先
制
を
廃
止
し
、
私
企
業
の
自
由
活
動
を
認
め
改
め
て
通
過
税
を
徴
収
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
　
独
占
価
格
政
策
の
放
棄
と
と
も
に
阿
片
価
格
は
一
箱
に
つ
き
一
、
〇
〇
〇
ル
ー
ピ
ー
前
後
へ
の
低
落
を
示
す
一
方
、
清
国
へ
の
輸
出
高
は
ほ
ぼ
次
の
通
り
の
歩
調
を
以
つ
て
激
増
し
た
（
９
）
。
　
一
八
〇
一
－
で
八
」
一
年
間
平
均
年
輸
出
高
　
　
四
、
〇
一
六
箱
　
一
八
一
二
Ｉ
一
八
二
Ｉ
年
間
　
　
〃
　
　
　
　
　
四
、
四
九
四
箱
　
一
八
二
二
－
一
八
二
八
年
間
　
　
″
　
　
　
　
　
九
、
七
〇
八
箱
　
一
八
二
九
｜
一
八
三
五
年
間
　
　
″
　
　
　
　
一
八
、
七
一
二
箱
　
一
八
三
六
｜
一
八
三
九
年
間
　
　
ｆ
．
　
　
　
三
五
、
四
四
五
箱
　
右
と
と
も
に
私
貿
易
に
お
け
る
阿
片
の
地
位
は
一
八
二
〇
年
以
降
棉
花
を
凌
い
で
第
一
位
と
な
り
、
さ
ら
に
第
八
表
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
通
り
、
一
八
二
一
年
以
降
私
貿
易
額
は
終
始
会
社
貿
易
題
を
上
廻
り
、
そ
の
開
き
は
拡
大
の
一
途
を
辿
つ
た
、
　
一
方
、
そ
れ
に
併
行
し
て
清
国
側
の
入
超
傾
向
が
促
進
さ
れ
、
前
世
紀
代
で
は
終
始
流
入
を
み
て
い
た
銀
の
流
出
を
み
る
に
い
た
ら
し
め
た
。
ニ
　
広
東
か
ら
の
銀
の
流
出
　
　
十
九
世
紀
初
頭
ま
で
は
清
国
は
常
規
的
な
外
国
銀
の
流
入
国
で
あ
つ
た
が
、
一
八
〇
五
一
六
年
以
降
は
主
と
し
て
阿
片
密
輸
入
に
よ
る
地
方
貿
易
、
そ
の
後
の
私
貿
易
の
入
超
傾
向
の
進
行
に
伴
い
、
前
世
紀
代
か
ら
流
入
の
一
途
を
一一ｍ-
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（第８表）広東における会社貿易と私貿易額C1817-1833）単位1,000弗
辿
っ
て
い
た
銀
が
逆
に
国
外
に
流
出
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
広
東
に
お
け
る
外
国
商
人
と
の
貿
易
は
清
国
側
で
以
貨
易
貨
を
原
則
と
し
て
い
た
が
、
十
八
世
紀
後
半
に
は
毎
年
百
数
十
万
弗
の
洋
銀
の
流
入
を
み
、
毎
円
に
つ
き
七
銭
二
分
を
以
て
換
算
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
品
位
は
内
地
に
流
通
す
る
十
足
紋
銀
に
比
べ
れ
ば
九
割
前
後
の
劣
質
貨
幣
で
あ
っ
た
（
1
0
）
。
だ
が
、
十
九
世
紀
初
頭
以
降
の
銀
流
出
の
際
に
は
品
位
の
優
良
な
納
税
用
の
十
足
紋
銀
=
　
Ｓ
ｙ
ｃ
ｅ
ｅ
　
Ｓ
ｉ
ｌ
ｖ
ｅ
ｒ
が
持
ち
出
さ
れ
、
そ
の
不
足
は
銀
価
の
騰
貴
（
1
1
）
と
な
り
、
政
府
へ
の
銀
建
納
税
に
支
障
を
来
さ
し
め
、
欠
租
の
増
大
は
国
家
財
政
の
窮
乏
を
導
い
た
。
さ
ら
に
、
物
価
の
下
落
に
よ
り
清
国
側
は
既
往
の
売
手
市
場
か
ら
買
手
市
場
に
変
移
し
、
阿
片
吸
飲
自
体
の
害
毒
以
外
に
自
国
経
済
に
き
わ
め
て
不
利
な
情
勢
を
も
た
ら
し
た
。
　
私
貿
易
統
計
の
公
表
さ
れ
た
一
八
一
七
年
以
降
合
同
会
社
の
対
清
貿
易
独
占
権
の
廃
棄
を
み
る
一
八
三
三
年
ま
で
の
十
七
年
間
の
私
貿
易
に
よ
る
差
引
銀
流
出
高
は
五
五
、
四
〇
九
、
四
一
三
弗
、
会
社
貿
易
の
そ
れ
は
三
、
〇
一
四
、
六
八
〇
弗
、
両
者
合
計
五
八
、
四
二
四
、
〇
九
三
弗
、
毎
年
平
均
銀
流
出
高
は
三
、
四
三
六
、
七
一
一
弗
を
算
し
て
い
た
（
1
2
）
。
粤
海
関
志
（
巻
十
九
）
に
よ
れ
ば
道
光
三
年
（
一
八
二
三
年
）
か
ら
同
十
一
年
（
一
八
三
一
年
）
ま
で
の
漏
銀
額
は
一
千
七
八
百
万
両
、
同
十
一
年
か
ら
同
十
四
年
ま
で
は
二
千
余
万
両
、
同
十
四
年
か
ら
十
八
年
（
一
八
三
八
年
）
ま
で
は
三
千
余
万
両
と
会
社
の
報
告
よ
り
も
遙
か
に
上
廻
る
数
字
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
右
の
事
情
に
即
応
し
て
、
銀
の
流
出
に
っ
い
て
は
早
く
か
ら
黄
金
、
白
銀
、
制
銭
の
出
洋
を
定
例
に
よ
り
厳
禁
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
既
存
の
正
法
に
従
っ
て
厳
重
に
取
締
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
1
3
）
。
一
方
、
阿
片
の
輸
入
に
っ
い
て
は
高
座
四
年
（
一
七
九
九
年
）
十
一
月
粤
海
監
督
を
し
て
阿
片
輸
人
の
禁
令
を
再
確
認
せ
し
め
、
そ
の
後
同
十
二
年
、
同
十
六
年
、
同
十
八
年
、
同
十
九
年
、
同
二
十
年
（
一
八
一
五
年
）
、
道
光
元
年
（
一
八
二
一
年
）
、
同
二
年
、
同
三
年
、
同
十
一
年
、
同
十
八
年
阿
片
の
輸
入
、
販
売
、
煙
一一123
舘
開
設
、
吸
飲
、
裁
植
等
に
関
す
る
国
内
的
な
禁
令
が
相
つ
い
で
発
布
さ
れ
、
道
光
十
九
年
（
一
八
三
九
年
）
に
は
欽
差
大
臣
林
則
徐
の
上
奏
に
よ
り
「
化
外
有
犯
之
例
」
に
よ
り
対
外
的
に
外
国
商
人
の
正
法
貨
物
を
も
没
収
し
、
不
法
貨
物
の
阿
片
は
焼
却
す
る
こ
と
と
し
（
1
4
）
、
外
国
人
の
犯
罪
を
も
律
例
に
よ
り
厳
重
に
処
断
し
、
そ
の
後
の
阿
片
戦
争
を
誘
発
す
る
に
い
た
ら
し
め
た
。
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附
記
〕
本
稿
は
以
下
阿
片
貿
易
の
機
能
分
析
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
阿
片
貿
易
業
者
達
が
近
代
的
性
格
を
明
確
な
ら
し
め
て
ゆ
く
過
程
の
論
述
　
に
は
い
る
が
、
す
で
に
序
説
的
部
分
で
予
定
枚
数
を
超
過
し
割
愛
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
続
稿
は
本
研
究
誌
第
二
号
に
掲
載
し
、
　
本
務
を
完
了
せ
し
め
る
予
定
で
い
る
こ
と
を
諒
と
さ
れ
た
い
。
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